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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のフレームレートの第１の動画像データの各フレームの画像データにフレーム毎に
独立しかつデータレベルに応じた混合割合で周辺フレームの画像データを混合する処理を
施して第２の動画像データを得る処理部を備え、
　上記第２の動画像データを構成する各フレームの画像データのうち少なくとも上記第１
のフレームレートより低い第２のフレームレートに対応したフレームの画像データは周辺
フレームの画像データと混合された状態とされ、
　上記第２のフレームレートに対応したフレームの画像データを符号化して基本ストリー
ムを得ると共に、残りのフレームの画像データを符号化して拡張ストリームを得る符号化
部と、
　上記基本ストリームおよび上記拡張ストリームを含むコンテナを送信する送信部をさら
に備える
　送信装置。
【請求項２】
　ビデオのレイヤおよび/またはコンテナのレイヤに上記混合割合の情報および上記画像
データのレンジ情報を挿入する挿入部をさらに備える
　請求項１に記載の送信装置。
【請求項３】
　上記基本ストリームおよび上記拡張ストリームはＮＡＬユニット構造を有し、
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　上記挿入部は、上記混合割合の情報および上記画像データのレンジ情報を持つＳＥＩ　
ＮＡＬユニットを上記基本ストリームおよび/または上記拡張ストリームに挿入する
　請求項２に記載の送信装置。
【請求項４】
　上記処理部は、処理対象フレームの画像データに周辺フレームの画像データを混合する
処理を施す際に、上記処理対象フレームの画像データのデータレベルに基づいて上記混合
割合を決定する
　請求項１から３のいずれかに記載の送信装置。
【請求項５】
　上記処理部は、処理対象フレームの画像データに周辺フレームの画像データを混合する
処理を施す際に、上記処理対象フレームおよび上記周辺フレームの画像データのデータレ
ベルに基づいて上記混合割合を決定する
　請求項１から３のいずれかに記載の送信装置。
【請求項６】
　上記画像データのレンジ情報は、第１の閾値と該第１の閾値より低い第２の閾値の情報
を含み、
　上記第１の動画像データは、ハイダイナミックレンジの動画像データであり、
　上記第１の閾値は、上記画像データのレベルがきらめき再現レベル範囲にあるか否かを
判別するための閾値であり、
　上記第２の閾値は、上記画像データのレベルが暗部再現レベル範囲にあるか否かを判別
するための閾値である
　請求項２または３に記載の送信装置。
【請求項７】
　上記第１のフレームレートは１２０Ｈｚまたは２４０Ｈｚであり、上記第２のフレーム
レートは６０Ｈｚである
　請求項１から６のいずれかに記載の送信装置。
【請求項８】
　処理部が、第１のフレームレートの第１の動画像データの各フレームの画像データにフ
レーム毎に独立しかつデータレベルに応じた混合割合で周辺フレームの画像データを混合
する処理を施して第２の動画像データを得るステップを有し、
　上記第２の動画像データを構成する各フレームの画像データのうち少なくとも上記第１
のフレームレートより低い第２のフレームレートに対応したフレームの画像データは周辺
フレームの画像データと混合された状態とされ、
　符号化部が、上記第２のフレームレートに対応したフレームの画像データを符号化して
基本ストリームを得ると共に、残りのフレームの画像データを符号化して拡張ストリーム
を得るステップと、
　送信部が、上記基本ストリームおよび上記拡張ストリームを含むコンテナを送信するス
テップをさらに有する
　送信方法。
【請求項９】
　基本ストリームおよび拡張ストリームを含むコンテナを受信する受信部を備え、
　上記基本ストリームは、第１のフレームレートの第１の動画像データの各フレームの画
像データにフレーム毎に独立しかつデータレベルに応じた混合割合で周辺フレームの画像
データを混合する処理を施して得られた第２の動画像データを構成する各画像データのう
ち上記第１のフレームレートより低い第２のフレームレートに対応したフレームの画像デ
ータであって少なくとも周辺フレームの画像データと混合された状態にある画像データを
符号化して得られたものであり、上記拡張ストリームは、残りのフレームの画像データを
符号化して得られたものであり、
　表示能力に応じて、上記基本ストリームを復号化して上記第２のフレームレートの動画
像データを得るか、あるいは上記基本ストリームおよび上記拡張フレームを復号化して上
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記第２の動画像データを得、該第２の動画像データに混合分離処理を施して混合解除され
た第１のフレームレートの動画像データを得る処理部をさらに備える
　受信装置。
【請求項１０】
　ビデオのレイヤまたはコンテナのレイヤに上記混合割合の情報および上記画像データの
レンジ情報が挿入されており、
　上記処理部は、上記混合割合の情報および上記画像データのレンジ情報に基づいて、上
記第２の動画像データに混合分離処理を施して混合解除された第１のフレームレートの動
画像データを得る
　請求項９に記載の受信装置。
【請求項１１】
　受信部が、基本ストリームおよび拡張ストリームを含むコンテナを受信するステップを
有し、
　上記基本ストリームは、第１のフレームレートの第１の動画像データの各フレームの画
像データにフレーム毎に独立しかつデータレベルに応じた混合割合で周辺フレームの画像
データを混合する処理を施して得られた第２の動画像データを構成する各画像データのう
ち上記第１のフレームレートより低い第２のフレームレートに対応したフレームの画像デ
ータであって少なくとも周辺フレームの画像データと混合された状態にある画像データを
符号化して得られたものであり、上記拡張ストリームは、残りのフレームの画像データを
符号化して得られたものであり、
　処理部が、表示能力に応じて、上記基本ストリームを復号化して上記第２のフレームレ
ートの動画像データを得るか、あるいは上記基本ストリームおよび上記拡張フレームを復
号化して上記第２の動画像データを得、該第２の動画像データに混合分離処理を施して混
合解除された第１のフレームレートの動画像データを得るステップをさらに有する
　受信方法。
【請求項１２】
　第１の動画像データの各フレームの画像データにフレーム毎に独立しかつデータレベル
に応じた混合割合で周辺フレームの画像データを混合する処理を施して得られた第２の動
画像データを取得する取得部と、
　上記第２の動画像データと、上記混合割合の情報および上記画像データのレンジ情報を
、伝送路を介して、外部機器に送信する送信部を備える
　送信装置。
【請求項１３】
　上記送信部は、上記混合割合の情報および上記画像データのレンジ情報を、それぞれ上
記第２の動画像データの各フレームの画像データのブランキング期間に挿入して送信する
　請求項１２に記載の送信装置。
【請求項１４】
　上記第２の動画像データの各フレームの画像データに上記混合割合の情報および上記画
像データのレンジ情報に基づいて混合分離処理を施して第３の動画像データを得る処理部
をさらに備え、
　上記送信部は、上記外部機器が上記混合分離処理の機能を持っていないとき、上記第２
の動画像データの代わりに、上記第３の動画像データを送信する
　請求項１２または１３に記載の送信装置。
【請求項１５】
　上記第２の動画像データは第１のフレームレートの動画像データであり、
　上記第２の動画像データを構成する各フレームの画像データのうち少なくとも上記第１
のフレームレートより低い第２のフレームレートに対応したフレームの画像データは周辺
フレームの画像データと混合された状態にあり、
　上記送信部は、上記外部機器の表示可能なフレームレートが上記第２のフレームレート
であるとき、上記第２の動画像データの代わりに、上記第２のフレームレートに対応した
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フレームの画像データからなる第４の動画像データを送信する
　請求項１２から１４のいずれかに記載の送信装置。
【請求項１６】
　取得部が、第１の動画像データの各フレームの画像データにフレーム毎に独立しかつデ
ータレベルに応じた混合割合で周辺フレームの画像データを混合する処理を施して得られ
た第２の動画像データを取得するステップと、
　送信部が、上記第２の動画像データと、上記各フレームの混合割合の情報および上記画
像データのレンジ情報を、伝送路を介して、外部機器に送信するステップを有する
　送信方法。
【請求項１７】
　外部機器から、伝送路を介して、第１の動画像データの各フレームの画像データにフレ
ーム毎に独立しかつデータレベルに応じた混合割合で周辺フレームの画像データを混合す
る処理を施して得られた第２の動画像データと、上記混合割合の情報および上記画像デー
タのレンジ情報を受信する受信部と、
　上記第２の動画像データの各フレームの画像データに上記混合割合の情報および上記画
像データのレンジ情報に基づいて混合分離処理を施して混合解除された動画像データを得
る処理部を備える
　受信装置。
【請求項１８】
　受信部が、外部機器から、伝送路を介して、第１の動画像データの各フレームの画像デ
ータにフレーム毎に独立しかつデータレベルに応じた混合割合で周辺フレームの画像デー
タを混合する処理を施して得られた第２の動画像データと、上記混合割合の情報および上
記画像データのレンジ情報を受信するステップと、
　処理部が、上記第２の動画像データの各フレームの画像データに上記混合割合の情報お
よび上記画像データのレンジ情報に基づいて混合分離処理を施して混合解除された動画像
データを得るステップを有する
　受信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、送信装置、送信方法、受信装置および受信方法に関し、詳しくは、ハイフレ
ームレート（High Frame Rate）の動画像データを送信する送信装置等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、高速フレームシャッターでハイフレームレート撮影を行うカメラが知られている
。例えば、ノーマルフレームレートが６０Ｈｚ、５０Ｈｚなどであるのに対して、ハイフ
レームレートはその数倍あるいは数十倍、さらには数百倍のフレームレートとなる。
【０００３】
　ハイフレームレートのサービスを行う場合、高速フレームシャッターでカメラ撮りされ
た動画像データを、それよりも低周波数の動画像シーケンスに変換して送信することが考
えられる。しかし、高速フレームシャッターの画像は、動きボケを改善し、先鋭度の高い
画質を実現する効果がある一方で、配信されるハイフレームレートに対してより低いフレ
ームレートの動画像シーケンスを表示する受信再生側において、従来のフレーム補間技術
に画質的な問題を引き起こす要素をもつ。
【０００４】
　高速フレームシャッターで撮影された先鋭度の高い画像を用いたフレーム補間は、動き
ベクトル探索が適合する場合と適合しない場合との差が大きくなる。そのため、両者の差
が顕著な画質劣化となって表示されるためである。フレーム補間時に、動きベクトル探索
の精度を向上させるためには高負荷演算が要求されるが、受信機コストに影響及ぼす。
【０００５】
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　本出願人は、先に、高速フレームシャッターで撮影された画像による素材を変換して、
ノーマルフレームレートのデコードを行う従来の受信機で一定以上の画品質で表示させる
技術を提案した（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】国際公開第２０１５/０７６２７７号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本技術の目的は、ノーマルフレームレートおよびハイフレームレートの動画像データを
良好に伝送することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本技術の概念は、
　第１のフレームレートの第１の動画像データの各フレームの画像データにフレーム毎に
独立しかつデータレベルに応じた混合割合で周辺フレームの画像データを混合する処理を
施して第２の動画像データを得る処理部を備え、
　上記第２の動画像データを構成する各フレームの画像データのうち少なくとも上記第１
のフレームレートより低い第２のフレームレートに対応したフレームの画像データは周辺
フレームの画像データと混合された状態とされ、
　上記第２のフレームレートに対応したフレームの画像データを符号化して基本ストリー
ムを得ると共に、残りのフレームの画像データを符号化して拡張ストリームを得る符号化
部と、
　上記基本ストリームおよび上記拡張ストリームを含むコンテナを送信する送信部をさら
に備える
　送信装置にある。
【０００９】
　本技術において、第１のフレームレートの第１の動画像データの各フレームの画像デー
タにフレーム毎に独立しかつデータレベルに応じた混合割合で周辺のフレームの画像デー
タを混合する処理が施されて第２の動画像データが得られる。ここで、第２の動画像デー
タを構成する各フレームの画像データのうち少なくとも第１のフレームレートより低い第
２のフレームレートに対応したフレームの画像データは周辺フレームの画像データと混合
された状態とされる。例えば、第１のフレームレートは、いわゆるハイフレームレートで
、１２０Ｈｚ、２４０Ｈｚなどであり、第２のフレームレートは、いわゆるノーマルフレ
ームレートで、６０Ｈｚなどである。
【００１０】
　符号化部により、第２のフレームレートに対応したフレームの画像データが符号化され
て基本ストリームが得られると共に、残りのフレームの画像データが符号化されて拡張ス
トリームが得られる。送信部により、基本ストリームおよび拡張ストリームを含むコンテ
ナが送信される。
【００１１】
　例えば、処理部は、処理対象フレームの画像データに周辺フレームの画像データを混合
する処理を施す際に、処理対象フレームの画像データのデータレベルに基づいて混合割合
を決定する、ようにされてもよい。また、例えば、処理部は、処理対象フレームの画像デ
ータに周辺フレームの画像データを混合する処理を施す際に、処理対象フレームおよび周
辺フレームの画像データのデータレベルに基づいて混合割合を決定する、ようにされても
よい。
【００１２】
　また、例えば、画像データのレンジ情報は、第１の閾値とこの第１の閾値より低い第２
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の閾値の情報を含み、第１の動画像データは、ハイダイナミックレンジの動画像データで
あり、第１の閾値は画像データのレベルがきらめき再現レベル範囲にあるか否かを判別す
るための閾値であり、第２の閾値は画像データのレベルが暗部再現レベル範囲にあるか否
かを判別するための閾値である、ようにされてもよい。
【００１３】
　このように本技術においては、第２の動画像データを構成する各フレームの画像データ
のうち少なくとも第２のフレームレートに対応したフレームの画像データは周辺フレーム
の画像データと混合されてシャッタ開口率が高められた状態とされており、この画像デー
タが符号化されて得られた基本ストリームが送信される。
【００１４】
　そのため、第２のフレームレートの動画像データを処理可能なデコード能力がある受信
機の場合、基本ストリームを処理して第２のフレームレートの画像データを得ることで、
動画像としてストロービング効果が緩和された滑らかな画像を表示でき、また、表示処理
において低負荷演算によるフレーム補間処理で画質的な問題を引き起こすことが回避可能
となる。
【００１５】
　また、本技術においては、各フレームの画像データは、データレベルに応じた混合割合
で周辺のフレームの画像データと混合される。そのため、混合処理によって、ＨＤＲ（Hi
gh Dynamic Range）感などの画像本来の質感が失われることが回避可能となる。
【００１６】
　なお、本技術において、例えば、ビデオのレイヤまたはコンテナのレイヤに混合割合の
情報および画像データのレンジ情報を挿入する挿入部をさらに備える、ようにされてもよ
い。この場合、例えば、基本ストリームおよび拡張ストリームはＮＡＬユニット構造を有
し、挿入部は、混合割合の情報および画像データのレンジ情報を持つＳＥＩ　ＮＡＬユニ
ットを基本ストリームおよび/または拡張ストリームに挿入する、ようにされてもよい。
【００１７】
　このように混合割合の情報および画像データのレンジ情報が挿入されることで、受信側
では、これらの情報に基づいて、基本ストリームおよび拡張ストリームを復号化して得ら
れた動画像データに混合分離処理を施して混合解除された第１のフレームレートの動画像
データを得ることを容易かつ適切に行うことが可能となる。
【００１８】
　また、本技術の他の概念は、
　基本ストリームおよび拡張ストリームを含むコンテナを受信する受信部を備え、
　上記基本ストリームは、第１のフレームレートの第１の動画像データの各フレームの画
像データにフレーム毎に独立しかつデータレベルに応じた混合割合で周辺フレームの画像
データを混合する処理を施して得られた第２の動画像データを構成する各画像データのう
ち上記第１のフレームレートより低い第２のフレームレートに対応したフレームの画像デ
ータであって少なくとも周辺フレームの画像データと混合された状態にある画像データを
符号化して得られたものであり、上記拡張ストリームは、残りのフレームの画像データを
符号化して得られたものであり、
　表示能力に応じて、上記基本ストリームを復号化して上記第２のフレームレートの動画
像データを得るか、あるいは上記基本ストリームおよび上記拡張フレームを復号化して上
記第２の動画像データを得、該第２の動画像データに逆混合処理を施して混合解除された
第１のフレームレートの動画像データを得る処理部をさらに備える
　受信装置にある。
【００１９】
　本技術において、受信部により、基本ストリームおよび拡張ストリームを含むコンテナ
が受信される。基本ストリームは、第１のフレームレートの第１の動画像データの各フレ
ームの画像データにフレーム毎に独立しかつデータレベルに応じた混合割合で周辺のフレ
ームの画像データを混合する処理を施して得られた第２の動画像データを構成する各画像



(7) JP 6982990 B2 2021.12.17

10

20

30

40

50

データのうち第１のフレームレートより低い第２のフレームレートに対応したフレームの
画像データであって少なくとも周辺フレームの画像データと混合された状態にある画像デ
ータを符号化して得られたものである。拡張ストリームは、残りのフレームの画像データ
を符号化して得られたものである。
【００２０】
　処理部により、基本ストリームのみが処理されて第２のフレームレートの動画像データ
が得られるか、あるいは基本ストリームおよび拡張ストリームの双方が処理されて、混合
解除された第１のフレームレートの動画像データが得られる。
【００２１】
　このように本技術においては、第２のフレームレートの動画像データを処理可能なデコ
ード能力がある場合、基本ストリームのみが処理されて第２のフレームレートの動画像デ
ータが得られる。この第２のフレームレートの動画像データを構成する各フレームの画像
データは、周辺フレームの画像データと混合されてシャッタ開口率が高められているので
、動画像としてストロービング効果が緩和された滑らかな画像を表示でき、また、表示処
理において低負荷演算によるフレーム補間処理で画質的な問題を引き起こすことが回避可
能となる。また、各フレームの画像データは、データレベルに応じた混合割合で周辺のフ
レームの画像データと混合されているため、ＨＤＲ感などの画像本来の質感が失われてい
ないものとなる。
【００２２】
　なお、本技術において、例えば、ビデオのレイヤおよび/またはコンテナのレイヤに混
合割合の情報および画像データのレンジ情報を挿入されており、処理部は、混合割合の情
報および画像データのレンジ情報に基づいて、第２の動画像データに混合分離処理を施し
て混合解除された第１のフレームレートの動画像データを得る、ようにされてもよい。こ
のように送信側から送られてくる混合割合の情報および画像データのレンジ情報を用いる
ことで、基本ストリームおよび拡張ストリームを復号化して得られた動画像データに混合
分離処理を施して混合解除された第１のフレームレートの動画像データを得ることを容易
かつ適切に行うことが可能となる。
【００２３】
　また、本技術の他の概念は、
　第１の動画像データの各フレームの画像データにフレーム毎に独立しかつデータレベル
に応じた混合割合で周辺フレームの画像データを混合する処理を施して得られた第２の動
画像データを取得する取得部と、
　上記第２の動画像データと、上記混合割合の情報および上記画像データのレンジ情報を
、伝送路を介して、外部機器に送信する送信部を備える
　送信装置にある。
【００２４】
　本技術において、取得部により、第１の動画像データの各フレームの画像データにフレ
ーム毎に独立しかつデータレベルに応じた混合割合で周辺のフレームの画像データを混合
する処理を施して得られた第２の動画像データが取得される。送信部により、第２の動画
像データと、各フレームの混合割合の情報および画像データのレンジ情報が、伝送路を介
して、外部機器に送信される。例えば、送信部は、混合割合の情報および画像データのレ
ンジ情報をそれぞれ第２の動画像データの各フレームの画像データのブランキング期間に
挿入して送信する、ようにされてもよい。
【００２５】
　このように本技術においては、第１の動画像データの各フレームの画像データにフレー
ム毎に独立しかつデータレベルに応じた混合割合で周辺フレームの画像データを混合する
処理を施して得られた第２の動画像データが、混合割合の情報および画像データのレンジ
情報と共に、伝送路を介して、外部機器に送信される。そのため、外部機器では、第２の
動画像データに混合割合の情報および画像データのレンジ情報に基づいて混合分離処理を
施して、混合解除されたハイフレームレートの動画像データを容易に得ることができ、良
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好な動画像表示を行うことができる。
【００２６】
　なお、本技術において、例えば、第２の動画像データの各フレームの画像データに混合
割合の情報および画像データのレンジ情報に基づいて混合分離処理を施して第３の動画像
データを得る処理部をさらに備え、送信部は、外部機器が混合分離処理の機能を持ってい
ないとき、第２の動画像データの代わりに、第３の動画像データを送信する、ようにされ
てもよい。
【００２７】
　また、本技術において、例えば、第２の動画像データは第１のフレームレートの動画像
データであり、第２の動画像データを構成する各フレームの画像データのうち少なくとも
第１のフレームレートより低い第２のフレームレートに対応したフレームの画像データは
周辺フレームの画像データと混合された状態にあり、送信部は、外部機器の表示可能なフ
レームレートが第２のフレームレートであるとき、第２の動画像データの代わりに、第２
のフレームレートに対応したフレームの画像データからなる第４の動画像データを送信す
る、ようにされてもよい。
【００２８】
　また、本技術の他の概念は、
　外部機器から、伝送路を介して、第１の動画像データの各フレームの画像データにフレ
ーム毎に独立しかつデータレベルに応じた混合割合で周辺フレームの画像データを混合す
る処理を施して得られた第２の動画像データと、上記混合割合の情報および上記画像デー
タのレンジ情報を受信する受信部と、
　上記第２の動画像データの各フレームの画像データに上記混合割合の情報および上記画
像データのレンジ情報に基づいて逆混合処理を施して混合解除された動画像データを得る
処理部を備える
　受信装置にある。
【００２９】
　本技術において、受信部により、外部機器から、伝送路を介して、第１の動画像データ
の各フレームの画像データにフレーム毎に独立しかつデータレベルに応じた混合割合で周
辺フレームの画像データを混合する処理を施して得られた第２の動画像データと、混合割
合の情報および画像データのレンジ情報が受信される。処理部により、第２の動画像デー
タの各フレームの画像データに混合割合の情報および画像データのレンジ情報に基づいて
混合分離処理が施されて混合解除された動画像データ（混合処理前の動画像データ）が得
られる。
【００３０】
　このように本技術においては、外部機器から混合処理後の第２の画像データと共に各フ
レームの混合割合および画像データのレンジ情報の情報が受信され、第２の動画像データ
の各フレームの画像データに混合割合の情報および画像データのレンジ情報に基づいて混
合分離処理が施されて混合解除された動画像データが得られる。そのため、混合処理前と
同様の動画像データを適切に精度よく得ることができ、良好な動画像表示を行うことがで
きる。
【００３１】
　また、本技術の他の概念は、
　第１のフレームレートの第１の動画像データを符号化して得られたビデオストリームを
含むコンテナを受信する受信部と、
　上記ビデオストリームを復号化して上記第１のフレームレートの第１の動画像データを
得る復号化処理と、上記第１の動画像データを構成する各フレームの画像データのうち上
記第１のフレームレートより低い第２のフレームレートに対応したフレームの画像データ
に周辺フレームの画像データを混合する処理を施して上記第２のフレームレートの第２の
動画像データを得るレート変換処理を制御する制御部を備える
　受信装置にある。
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【００３２】
　本技術において、受信部により、第１のフレームレートの第１の動画像データを符号化
して得られたビデオストリームを含むコンテナが受信される。制御部により、復号化処理
と、レート変換処理が制御される。復号化処理では、ビデオストリームが復号化されて第
１のフレームレートの第１の動画像データが得られる。レート変換処理では、第１の動画
像データを構成する各フレームの画像データのうち第１のフレームレートより低い第２の
フレームレートに対応したフレームの画像データに周辺フレームの画像データを混合する
処理が施されて第２のフレームレートの第２の動画像データが得られる。
【００３３】
　このように本技術においては、第１の動画像データを構成する各フレームの画像データ
のうち第１のフレームレートより低い第２のフレームレートに対応したフレームの画像デ
ータに周辺フレームの画像データを混合する処理が施されて第２のフレームレートの第２
の動画像データが得られる。そのため、この第２のフレームレートの動画像データを構成
する各フレームの画像データは、周辺フレームの画像データと混合されてシャッタ開口率
が高められており、動画像としてストロービング効果が緩和された滑らかな画像を表示で
き、また、表示処理において低負荷演算によるフレーム補間処理で画質的な問題を引き起
こすことが回避可能となる。
【００３４】
　なお、本技術において、例えば、レート変換処理では、第２のフレームレートに対応し
たフレームの画像データに周辺フレームの画像データがデータレベルに応じた混合割合で
混合される、ようにされてもよい。これにより、ＨＤＲ感などの画像本来の質感が失われ
ることが回避可能となる。
【発明の効果】
【００３５】
　本技術によれば、ノーマルフレームレートおよびハイフレームレートの動画像データを
良好に伝送することが可能となる。なお、ここに記載された効果は必ずしも限定されるも
のではなく、本開示中に記載されたいずれかの効果であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】第１の実施の形態としての送受信システムの構成例を示すブロック図である。
【図２】１２０Ｈｚの動画像データに混合処理が施されて得られた６０Ｈｚの基本ストリ
ームと、＋６０Ｈｚの拡張ストリームの一例を示す図である。
【図３】ＨＤＲの光電変換特性の一例を示す図である。
【図４】送信装置およびテレビ受信機の処理の概要を示す図である。
【図５】送信側における混合と、受信側における混合分離（逆混合）の一例を模式的に示
す図である。
【図６】混合割合の決定方法として従来方法を採用した場合におけるプリプロセッサとポ
ストプロセッサの処理の概要を示す図である。
【図７】混合割合の決定方法として新規方法１を採用した場合におけるプリプロセッサと
ポストプロセッサの処理の概要を示す図である。
【図８】混合割合の決定方法として新規方法１を採用した場合におけるプリプロセッサに
おける混合処理とポストプロセッサにおける混合分離処理（逆混合処理）の決定ロジック
を示す図である。
【図９】混合割合の決定方法として新規方法２を採用した場合におけるプリプロセッサと
ポストプロセッサの処理の概要を示す図である。
【図１０】混合割合の決定方法として新規方法２を採用した場合におけるプリプロセッサ
における混合処理とポストプロセッサにおける混合分離処理（逆混合処理）の決定ロジッ
クを示す図である。
【図１１】送信装置の構成例を示すブロック図である。
【図１２】混合割合の決定方法として新規方法１を採用した場合におけるプリプロセッサ
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の構成例を示すブロック図である。
【図１３】ピクセル処理部で使用される上限値用テーブルの一例を示す図である。
【図１４】ピクセル処理部で使用される下限値用テーブルの一例を示す図である。
【図１５】制御部において画素単位で行われるセレクト信号の発生処理の手順の一例を示
すフローチャートである。
【図１６】混合割合の決定方法として新規方法２を採用した場合におけるプリプロセッサ
の構成例を示すブロック図である。
【図１７】制御部において画素単位で行われるセレクト信号の発生処理の手順の一例を示
すフローチャートである。
【図１８】「Blend_and_range_information SEI message」の構造例を示す図である。
【図１９】「Blend_and_range_information()」の構造例を示す図である。
【図２０】「Blend_and_range_information()」の構造例における主要な情報の内容を示
す図である。
【図２１】ＨＦＲ・デスクリプタの構造例を示す図である。
【図２２】トランスポートストリームＴＳの構成例を示す図である。
【図２３】ハイフレームレートの動画像データを処理可能なデコード能力があるテレビ受
信機の構成例を示すブロック図である。
【図２４】混合割合の決定方法として新規方法１を採用した場合におけるポストプロセッ
サの構成例を示すブロック図である。
【図２５】制御部において画素単位で行われるセレクト信号の発生処理の手順の一例を示
すフローチャートである。
【図２６】混合割合の決定方法として新規方法２を採用した場合におけるポストプロセッ
サの構成例を示すブロック図である。
【図２７】制御部において画素単位で行われるセレクト信号の発生処理の手順の一例を示
すフローチャートである。
【図２８】ノーマルフレームレートの動画像データを処理可能なデコード能力があるテレ
ビ受信機の構成例を示すブロック図である。
【図２９】第２の実施の形態としての送受信システムの構成例を示すブロック図である。
【図３０】セットトップボックスの制御部（ＣＰＵ）における制御処理手順の一例を示す
フローチャートである。
【図３１】送信装置、セットトップボックスおよびディスプレイの処理の概要を示す図で
ある。
【図３２】ディスプレイが逆混合処理（混合解除処理）の機能を持つ場合と持たない場合
とを比較して示す図である。
【図３３】ＨＦＲ・ブレンディング・インフォフレームの構造例を示す図である。
【図３４】ＨＦＲ・ブレンディング・インフォフレームの構造例における主要な情報の内
容を示す図である。
【図３５】セットトップボックスの構成例を示すブロック図である。
【図３６】ハイフレームレートの動画像データを取り扱うディスプレイの構成例を示すブ
ロック図である。
【図３７】ノーマルフレームレートの動画像データを取り扱うディスプレイの構成例を示
すブロック図である。
【図３８】第３の実施の形態としての送受信システムの構成例を示すブロック図である。
【図３９】送信装置、セットトップボックスおよびディスプレイの処理の概要を示す図で
ある。
【図４０】送信装置の構成例を示すブロック図である。
【図４１】セットトップボックスの構成例を示す図である。
【図４２】混合割合の決定方法として新規方法１を採用した場合におけるポストプロセッ
サの構成例を示すブロック図である。
【図４３】混合割合の決定方法として新規方法２を採用した場合におけるポストプロセッ
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サの構成例を示すブロック図である。
【図４４】ハイフレームレート（１２０Ｈｚ）の動画像データを取り扱うディスプレイの
構成例を示すブロック図である。
【図４５】ノーマルフレームレート（６０Ｈｚ）の動画像データを取り扱うディスプレイ
の構成例を示す図である。
【図４６】混合処理の一般形における、送信側における混合（blending）と、受信側にお
ける混合分離（unblending）の一例を模式的に示す図である。
【図４７】混合処理の一般形における、ＳＥＩの配置方法を示す図である。
【図４８】混合処理の一般形における、ブレンド・アンド・レンジ・インフォメーション
・ＳＥＩメッセージの構造例を示す図である。
【図４９】混合処理の一般形における、ＨＦＲ・ブレンディング・インフォフレームの構
造例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　以下、発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」とする）について説明する。
なお、説明は以下の順序で行う。
　１．第１の実施の形態
　２．第２の実施の形態
　３．第３の実施の形態
　４．変形例
【００３８】
　＜１．第１の実施の形態＞
　［送受信システム］
　図１は、第１の実施の形態としての送受信システム１０の構成例を示している。この送
受信システム１０は、送信装置１００と、テレビ受信機２００を有する構成となっている
。
【００３９】
　送信装置１００は、コンテナとしてのトランスポートストリームＴＳを放送波に載せて
送信する。このトランスポートストリームＴＳには、１２０Ｈｚ、２４０Ｈｚ等のハイフ
レームレート、この実施の形態においては１２０Ｈｚの動画像データが処理されて得られ
た基本ストリーム（基本ビデオストリーム）および拡張ストリーム（拡張ビデオストリー
ム）が含まれる。この実施の形態において、基本ストリームおよび拡張ストリームは、Ｎ
ＡＬユニット構造を有するものとされる。
【００４０】
　ここで、基本ストリームは、以下のようにして得られたものである。すなわち、混合前
のハイフレームレートの動画像データの各フレームの画像データにフレーム毎に独立しか
つデータレベルに応じた混合割合で周辺フレームの画像データを混合する処理を施して混
合処理後の動画像データが得られる。
【００４１】
　この混合処理後の動画像データを構成する各フレームの画像データのうち、少なくとも
、ノーマルフレームレート、この実施の形態では６０Ｈｚに対応したフレームの画像デー
タは周辺フレームの画像データと混合された状態とされる。基本ストリームは、このノー
マルフレームレートに対応したフレーム（基本フレーム）の画像データが符号化されて得
られたものである。また、拡張ストリームは、残りのフレーム（拡張フレーム）の画像デ
ータが符号化されて得られたものである。
【００４２】
　基本ストリームには、ノーマルフレームレートの各フレームの符号化画像データがアク
セスユニットとして含まれる。また、拡張ストリームには、ハイフレームレートの各拡張
フレームの符号化画像データがアクセスユニットとして含まれる。
【００４３】
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　図２（ａ），（ｂ）は、１２０Ｈｚの動画像データに混合処理が施されて得られた６０
Ｈｚの基本ストリームと、＋６０Ｈｚの拡張ストリームの一例を示している。基本ストリ
ームを構成する一つのフレームと、それに続く拡張フレームの１つのフレームからなる２
フレームによりフレームペア（Frame-pair）が構成されている。
【００４４】
　図２（ａ）においては、各フレームペアにおいて、最初のフレームである基本ストリー
ムのフレームの画像データは周辺フレームの画像データと混合された状態（混合状態）に
あるが、それに続く拡張ストリームのフレームの画像データは周辺フレームの画像データ
と混合されていない状態（非混合状態）にある。また、図２（ｂ）においては、各フレー
ムペアにおいて、最初のフレームである基本ストリームのフレームの画像データは周辺フ
レームの画像データと混合された状態（混合状態）にあるが、それに続く拡張ストリーム
のフレームの画像データも周辺フレームの画像データと混合された状態（混合状態）にあ
る。
【００４５】
　ビデオ（ビデオストリーム）のレイヤおよび/またはコンテナのレイヤに、混合割合の
情報および画像データのレンジ情報が挿入される。ここで、混合割合の情報は、混合処理
に使用されるフィルタのタップ数分の係数のセットからなっている。例えば、ｍフレーム
の混合を行い得るｍタップのフィルタが用いられる場合、各フレームの係数セットにはｍ
個の係数が含まれる。
【００４６】
　また、画像データのレンジ情報は、第１の閾値と、この第１の閾値より低い第２の閾値
の情報を含んでいる。また、この実施の形態において、上述の１２０Ｈｚの動画像データ
は、ＨＤＲの動画像データである。
【００４７】
　図３は、ＨＤＲの光電変換特性の一例を示している。この図において、横軸は輝度を示
し、縦軸は伝送符号値を示している。第１の閾値は、ＳＤＲ（Standard Dynamic Range）
相当の輝度（１００ｃｄ/ｍ２）に対応するレベル値“Range_limit_High_value”とされ
、画像データのレベルが特殊混合処理対象範囲であるきらめき再現レベルの範囲にあるか
否かを判別するための閾値である。また、第２の閾値は、レベル値“Range_limit_low_va
lue”とされ、画像データのレベルが特殊混合処理対象範囲である暗部再現レベルの範囲
にあるか否かを判別するための閾値である。
【００４８】
　上述したようにハイフレームレートの動画像データの各フレームの画像データにフレー
ム毎に独立しかつデータレベルに応じた混合割合で周辺フレームの画像データが混合され
る。処理対象フレームの画像データに周辺フレームの画像データを混合する処理がされる
とき、画素単位で、上述の“Range_limit_High_value”、“Range_limit_low_value”の
レベル値が用いられて混合割合が決定される。
【００４９】
　この混合割合の決定は、新規方法１あるいは新規方法２で行われる。新規方法１では、
処理対象フレームの画像データに基づいて混合割合が決定される。一方、新規方法２では
、処理対象フレームおよび周辺フレームの画像データに基づいて混合割合が決定される。
【００５０】
　この実施の形態において、混合割合の情報（係数セット）および画像データのレンジ情
報を持つＳＥＩ　ＮＡＬユニットが、基本ストリームや拡張ストリームに挿入される。受
信側では、この混合割合の情報および画像データのレンジ情報に基づいて、基本ストリー
ムおよび拡張ストリームの各フレームの画像データがいかなる割合で周辺フレームの画像
データと混合されて得られたものであるかが把握可能となる。
【００５１】
　図１に戻って、テレビ受信機２００は、送信装置１００から放送波に載せて送られてく
る上述のトランスポートストリームＴＳを受信する。テレビ受信機２００は、ノーマルフ
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レームレート（６０Ｈｚ）の動画像データを処理可能なデコード能力がある場合、トラン
スポートストリームＴＳに含まれる基本ストリームのみを処理して、ノーマルフレームレ
ートの動画像データを得て、画像再生をする。
【００５２】
　一方、テレビ受信機２００は、ハイフレームレート（１２０Ｈｚ）の動画像データを処
理可能なデコード能力がある場合、トランスポートストリームＴＳに含まれる基本ストリ
ームおよび拡張ストリームの双方を処理して、ハイフレームレートの動画像データを得て
、画像再生をする。テレビ受信機２００は、ビデオ（ビデオストリーム）のレイヤおよび
/またはコンテナのレイヤの挿入されている混合割合の情報および画像データのレンジ情
報を取得し、これらの情報を用いて混合分離処理（逆混合処理）をする。
【００５３】
　この場合、テレビ受信機２００は、基本ストリームに復号化処理を施してノーマルフレ
ームレートの各フレームの画像データを得ると共に、拡張ストリームに復号化処理を施し
てハイフレームレートの各拡張フレームの画像データを得た後、ノーマルフレームレート
の各フレームの画像データとハイフレームレートの各拡張フレームの画像データを用い、
混合割合の情報（係数セット）に基づいて、混合分離処理（逆混合処理）を行って、混合
処理前と同様のハイフレームレートの動画像データを得る。
【００５４】
　図４は、送信装置１００およびテレビ受信機２００（２００Ａ，２００Ｂ）の処理の概
要を示している。なお、送信装置１００のプリプロセッサ１０２の出力の画像シーケンス
Ｐ´（Ｎ）、Ｐ（Ｎ＋１）とテレビ受信機２００Ａ，２００Ｂのデコーダ２０４，２０４
Ｂの出力の画像シーケンスＰ´（Ｎ）、Ｐ（Ｎ＋１）とは、時系列的には同じものである
が、コーデックを通しているので両者の画質が異なる場合も含む。カメラ（撮像装置）８
１から出力されるより高いフレームレートの動画像データＶａがＨＦＲプロセッサ８２に
送られてハイフレームレート（１２０Ｈｚ）の動画像データＶｂが得られる。この動画像
データＶｂが送信装置１００に動画像データＰとして入力される。
【００５５】
　送信装置１００では、プリプロセッサ１０２において、動画像データＰを構成する各フ
レームの画像データに混合処理が施されて、ノーマルフレームレートの各フレームの画像
データＰ´（Ｎ）と、ハイフレームレートの各拡張フレームの画像データＰ（Ｎ＋１）が
得られる。なお、この実施の形態において、画像データＰ（Ｎ＋１）には、周辺フレーム
の画像データとの混合は行われていない。
【００５６】
　送信装置１００では、エンコーダ１０３において、画像データＰ´（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１
）に符号化処理が施されて、基本ストリームＳＴｂと、拡張ストリームＳＴｅが得られる
。送信装置１００からテレビ受信機２００には、これらのストリームＳＴｂ，ＳＴｅが送
信される。なお、これらのストリームＳＴｂ，ＳＴｅには、それぞれのフレームの画像デ
ータに関連付けて、対応するフレームの混合割合の情報および画像データのレンジ情報が
挿入される。
【００５７】
　ハイフレームレート対応の、つまりハイフレームレートの動画像データを処理可能なデ
コード能力があるテレビ受信機２００Ａでは、デコーダ２０４において、２つのストリー
ムＳＴｂ，ＳＴｅに復号化処理が施されて、ノーマルフレームレートの各フレームの画像
データＰ´（Ｎ）と、ハイフレームレートの各拡張フレームの画像データＰ（Ｎ＋１）が
得られる。
【００５８】
　そして、テレビ受信機２００Ａでは、ポストプロセッサ２０５において、各フレームの
混合割合の情報および画像データのレンジ情報に基づいて、動画像データＰ´（Ｎ），Ｐ
（Ｎ＋１）に混合分離処理（逆混合処理）が施されて、送信側における動画像データＰと
同様のハイフレームレート（１２０Ｈｚ）の動画像データＲが得られる。この動画像デー
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タＲが、そのまま、あるいはＭＣＦＩ（Motion Compensated Frame Insertion）部２０６
でフレーム補間がされてフレームレートが高められて表示用動画像データとなる。
【００５９】
　一方、ノーマルフレームレート対応の、つまりノーマルフレームレートの画像データを
処理可能なデコード能力があるテレビ受信機２００Ｂでは、デコーダ２０４Ｂにおいて、
ストリームＳＴｂに復号化処理が施されて、ノーマルフレームレートの各フレームの画像
データＰ´（Ｎ）が得られる。そして、テレビ受信機２００Ｂでは、このノーマルフレー
ムレートの各フレームの画像データＰ´（Ｎ）からなる動画像データが、そのまま、ある
いはＭＣＦＩ（Motion Compensated Frame Insertion）部２０６Ｂでフレーム補間がされ
てフレームレートが高められて表示用動画像データとなる。
【００６０】
　図５は、送信側における混合（blending）と、受信側における混合分離（unblending）
の一例を模式的に示している。この例は、図２（ａ）の例に対応し、ピクチャ「Ｎ」とピ
クチャ「Ｎ＋１」がフレームペアを構成しており、ピクチャ「Ｎ＋２」とピクチャ「Ｎ＋
３」がフレームペアを構成している。なお、図示の例において、オブジェクトＯａ，Ｏｂ
は動きのないオブジェクトであり、オブジェクトＯｃは動きのあるオブジェクトである。
【００６１】
　送信側の混合処理により、各フレームペアにおいて、最初のフレームである基本ストリ
ームのフレームの画像データは周辺フレームの画像データと混合された状態（混合状態）
とされ、それに続く拡張ストリームのフレームの画像データは周辺フレームの画像データ
と混合されていない状態（非混合状態）とされる。また、受信側の混合分離処理（逆混合
処理）により、混合状態が解除される。
【００６２】
　図６は、混合割合の決定方法として従来方法を採用した場合におけるプリプロセッサ１
０２とポストプロセッサ２０５の処理の概要を示している。図６（ａ）は、プリプロセッ
サ１０２で混合処理がなされる前のピクチャ「Ｎ」の画像を示し、図６（ｂ）は、プリプ
ロセッサ１０２で混合処理がなされる前のピクチャ「Ｎ＋１」の画像を示し、図６（ｃ）
は、プリプロセッサ１０２で混合処理がなされた後のピクチャ「Ｎ」の画像を示している
。
【００６３】
　ピクチャ「Ｎ」の画像上の点Ｐ（Ｎ）は、ピクチャ「Ｎ＋１」上の同じ座標位置にある
点Ｐ（Ｎ＋１）と、以下のタイプ０（Type 0）の混合処理が行われ、Ｐ’（Ｎ）の値はＰ
（Ｎ）、Ｐ（Ｎ＋１）の算術平均（重みは許容）をとった値となる。点Ｐ（Ｎ）が高輝度
で点Ｐ（Ｎ＋１）が高輝度でない場合は算術平均をとることで混合結果としてのＰ’（Ｎ
）の輝度レベルが下がる。ハイフレームレート対応でないテレビ受信機２００Ｂでは、こ
の混合結果による画像表示がなされるので、きらめき感が失われた画像が表示されること
となる。
　[ Type0 混合処理 ]
　　　P’(N) = (a/k) * P(N) + ( b/k ) * P(N+1)　　　　(a + b = k)
【００６４】
　図６（ｄ）は、ポストプロセッサ２０５で混合分離処理がなされた後のピクチャ「Ｎ」
の画像を示し、図６（ｅ）は、ポストプロセッサ２０５で用いられるピクチャ「Ｎ＋１」
の画像を示している。ハイフレームレート対応のテレビ受信機２００Ａでは、ポストプロ
セッサ２０５において、以下のタイプ０（Type 0）の混合分離処理が行われて、Ｐ”（Ｎ
）の値が得られる。このように、ハイフレームレート対応のテレビ受信機２００Ａでは、
混合分離処理により、きらめき感が復元される。
　[ Type0 混合分離処理]
　　　P”(N) = k/a * P'(N)　-　b/a * P(N+1)　　　　　　(a + b = k)
【００６５】
　図７は、混合割合の決定方法として新規方法１を採用した場合におけるプリプロセッサ
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１０２とポストプロセッサ２０５の処理の概要を示している。図７（ａ）は、プリプロセ
ッサ１０２で混合処理がなされる前のピクチャ「Ｎ」の画像を示し、図７（ｂ）は、プリ
プロセッサ１０２で混合処理がなされる前のピクチャ「Ｎ＋１」の画像を示し、図７（ｃ
）は、プリプロセッサ１０２で混合処理がなされた後のピクチャ「Ｎ」の画像を示してい
る。
【００６６】
　ピクチャ「Ｎ」上の点Ｐ（Ｎ）を、ピクチャ「Ｎ＋１」上の同じ座標位置にある点Ｐ（
Ｎ＋１）と混合する際に、重要な輝度・色度感を維持しながら、画素の混合を行うように
する。維持する画素値のレベル範囲を特殊混合処理対象範囲とし、それに合致する画素に
ついては特殊混合を行う。すなわち、通常の混合処理「 Type0 混合処理 」とは混合割合
を変えるか、あるいは混合を行わないようにする。
【００６７】
　ピクチャ「Ｎ」の画像上の点Ｐ（Ｎ）の画素値が特殊混合処理対象範囲にないとき、ピ
クチャ「Ｎ」の画像上の点Ｐ（Ｎ）は、ピクチャ「Ｎ＋１」上の同じ座標位置にある点Ｐ
（Ｎ＋１）と、以下のタイプ０（Type 0）の混合処理（通常混合処理）が行われ、Ｐ’（
Ｎ）の値はＰ（Ｎ）、Ｐ（Ｎ＋１）の算術平均（重みは許容）をとった値となる。
　[ Type0 混合処理 ]
　　　P’(N) = (a/k) * P(N) + ( b/k ) * P(N+1)　　　　(a + b = k)
【００６８】
　一方、ピクチャ「Ｎ」の画像上の点Ｐ（Ｎ）の画素値が特殊混合処理対象範囲にあると
き、ピクチャ「Ｎ」の画像上の点Ｐ（Ｎ）は、ピクチャ「Ｎ＋１」上の同じ座標位置にあ
る点Ｐ（Ｎ＋１）と、以下のタイプ１（Type 1）の混合処理（特殊混合処理）が行われ、
Ｐ’（Ｎ）の値はＰ（Ｎ）、Ｐ（Ｎ＋１）の算術平均（重みは許容）をとった値となる。
これにより、通常輝度色度範囲については混合の効果が得られ、きらめき部分およびダー
ク部分での先鋭感が損なわれることなく、受信再生が可能となる。
　[ Type1 混合処理 ]
　　　P’(N) = (c/m) * P(N) + ( d/m ) * P(N+1)　　　　(c + d = m)
　　　P’(N) = P(N)　　　(c = m の場合)
【００６９】
　図７（ｄ）は、ポストプロセッサ２０５で混合分離処理がなされた後のピクチャ「Ｎ」
の画像を示し、図７（ｅ）は、ポストプロセッサ２０５で用いられるピクチャ「Ｎ＋１」
の画像を示している。
【００７０】
　ハイフレームレート対応のテレビ受信機２００Ａでは、点Ｐ’（Ｎ）の画素値が特殊混
合処理対象範囲にないとき、あるいは点Ｐ’（Ｎ）の画素値が特殊混合処理対象範囲にあ
り、かつ点Ｐ（Ｎ＋１）が特殊混合処理対象範囲にあるとき、ポストプロセッサ２０５に
おいて、以下のタイプ０（Type 0）の混合分離処理が行われて、Ｐ”（Ｎ）の値が得られ
る。
　[Type0 混合分離処理]
　　　P”(N) = k/a * P’(N)　-　b/a * P(N+1)　　　　　　 (a + b = k)
【００７１】
　一方、ハイフレームレート対応のテレビ受信機２００Ａでは、点Ｐ’（Ｎ）の画素値が
特殊混合処理対象範囲にあり、かつ点Ｐ（Ｎ＋１）が特殊混合処理対象範囲にないとき、
ポストプロセッサ２０５において、以下のタイプ１（Type 1）の混合分離処理が行われて
、Ｐ”（Ｎ）の値が得られる。
　[Type1 混合分離処理]
　　　P”(N)　 =　m/c * P’(N)　-　d/c * P(N+1)　　　　　　(c + d = m)
　　　P”(N) ＝ P’(N)　　　　　　( c = m の場合）
【００７２】
　図８は、上述したように混合割合の決定方法として新規方法１を採用した場合における
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プリプロセッサ１０２における混合処理とポストプロセッサ２０５における混合分離処理
（逆混合処理）の決定ロジックを示している。
【００７３】
　図において、“range_high”は、画像データのレベルが特殊混合処理対象範囲であるき
らめき再現レベルの範囲にあるか否かを判別するための閾値であるレベル値“Range_limi
t_high_value”を示している。また、“range_low”は、画像データのレベルが特殊混合
処理対象範囲である暗部再現レベルの範囲にあるか否かを判別するための閾値であるレベ
ル値“Range_limit_low_value”を示している（図３参照）。
【００７４】
　プリプロセッサ１０２における混合処理では、Ｐ（Ｎ）が「P(N) > range_high or P(N
) < range_low」を満たすときは、「 Type1 混合処理（Type1_blending()） 」を行うよ
うに決定される。このときの処理結果であるＰ’（Ｎ）は、特殊混合処理対象範囲となる
。また、プリプロセッサ１０２における混合処理では、その他のときは、「 Type0 混合
処理（Type1_blending() ）」を行うように決定される。このときの処理結果であるＰ’
（Ｎ）が通常混合処理対象範囲に入るか否かは、Ｐ（Ｎ＋１）に依存する。
【００７５】
　また、ポストプロセッサ２０５における混合処理では、Ｐ’（Ｎ）が「P'(N) > range_
high 」を満たす場合、Ｐ（Ｎ＋１）が「P(N+1) ＝< range_high 」を満たすときは「 Ty
pe1 混合分離処理（Type1_reverse_blending()） 」を行うように決定され、その他のと
きは、「 Type0 混合分離処理（Type0_reverse_blending()） 」を行うように決定される
。
【００７６】
　また、ポストプロセッサ２０５における混合処理では、Ｐ’（Ｎ）が「P'(N) < range_
low 」を満たす場合、Ｐ（Ｎ＋１）が「P(N+1) >＝ range_low 」を満たすときは「 Type
1 混合分離処理（Type1_reverse_blending()） 」を行うように決定され、その他のとき
は、「 Type0 混合分離処理（Type0_reverse_blending()） 」を行うように決定される。
【００７７】
　また、ポストプロセッサ２０５における混合処理では、その他の場合、「 Type0 混合
分離処理（Type0_reverse_blending()） 」を行うように決定される。
【００７８】
　図９は、混合割合の決定方法として新規方法２を採用した場合におけるプリプロセッサ
１０２とポストプロセッサ２０５の処理の概要を示している。図９（ａ）は、プリプロセ
ッサ１０２で混合処理がなされる前のピクチャ「Ｎ」の画像を示し、図９（ｂ）は、プリ
プロセッサ１０２で混合処理がなされる前のピクチャ「Ｎ＋１」の画像を示し、図９（ｃ
）は、プリプロセッサ１０２で混合処理がなされた後のピクチャ「Ｎ」の画像を示してい
る。
【００７９】
　ピクチャ「Ｎ」上の点Ｐ（Ｎ）を、ピクチャ「Ｎ＋１」上の同じ座標位置にある点Ｐ（
Ｎ＋１）と混合する際に、重要な輝度・色度感を維持しながら、画素の混合を行うように
する。維持する画素値のレベル範囲を特殊混合処理対象範囲とし、それに合致する画素に
ついては特殊混合を行う。すなわち、通常の混合処理「 Type0 混合処理 」とは混合割合
を変えるか、あるいは混合を行わないようにする。
【００８０】
　ピクチャ「Ｎ」の画像上の点Ｐ（Ｎ）の画素値が特殊混合処理対象範囲になく、かつピ
クチャ「Ｎ＋１」の画像上の点Ｐ（Ｎ＋１）の画素値が特殊混合処理対象範囲にないとき
、ピクチャ「Ｎ」の画像上の点Ｐ（Ｎ）は、ピクチャ「Ｎ＋１」上の同じ座標位置にある
点Ｐ（Ｎ＋１）と、以下のタイプ０（Type 0）の混合処理（通常混合処理）が行われ、Ｐ
’（Ｎ）の値はＰ（Ｎ）、Ｐ（Ｎ＋１）の算術平均（重みは許容）をとった値となる。
　[ Type0 混合処理 ]
　　　P’(N) = (a/k) * P(N) + ( b/k ) * P(N+1)　　　　(a + b = k)
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【００８１】
　一方、ピクチャ「Ｎ」の画像上の点Ｐ（Ｎ）の画素値が特殊混合処理対象範囲にあると
き、ピクチャ「Ｎ」の画像上の点Ｐ（Ｎ）ａは、ピクチャ「Ｎ＋１」上の同じ座標位置に
ある点Ｐ（Ｎ＋１）ａと、以下のタイプ１（Type 1）の混合処理（特殊混合処理）が行わ
れ、Ｐ’（Ｎ）の値はＰ（Ｎ）、Ｐ（Ｎ＋１）の算術平均（重みは許容）をとった値とな
る。
　[ Type1 混合処理 ]
　　　P’(N) = (c/m) * P(N) + ( d/m ) * P(N+1)　　　　( c + d = m)
　　　P’(N) = P(N)　　　(c = m の場合)
【００８２】
　また、ピクチャ「Ｎ」の画像上の点Ｐ（Ｎ）の画素値が特殊混合処理対象範囲にないが
、ピクチャ「Ｎ＋１」の画像上の点Ｐ（Ｎ＋１）の画素値が特殊混合処理対象範囲にある
とき、ピクチャ「Ｎ」の画像上の点Ｐ（Ｎ）ｂは、ピクチャ「Ｎ＋１」上の同じ座標位置
にある点Ｐ（Ｎ＋１）と、以下のタイプ２（Type 2）の混合処理（特殊混合処理）が行わ
れ、Ｐ’（Ｎ）の値はＰ（Ｎ）、Ｐ（Ｎ＋１）の算術平均（重みは許容）をとった値とな
る。これにより、通常輝度色度範囲については混合の効果が得られ、きらめき部分および
ダーク部分での先鋭感が損なわれることなく、受信再生が可能となる。
　[ Type2 混合処理 ] 
　　　P’(N)　=　(e/s) * P(N) + (f/s)* P(N+1)　　 (e < f かつe + f = s)
【００８３】
　図９（ｄ）は、ポストプロセッサ２０５で混合分離処理がなされた後のピクチャ「Ｎ」
の画像を示し、図９（ｅ）は、ポストプロセッサ２０５で用いられるピクチャ「Ｎ＋１」
の画像を示している。
【００８４】
　ハイフレームレート対応のテレビ受信機２００Ａでは、点Ｐ’（Ｎ）の画素値が特殊混
合処理対象範囲にないとき、ポストプロセッサ２０５において、以下のタイプ０（Type 0
）の混合分離処理が行われて、Ｐ”（Ｎ）の値が得られる。
　[Type0 混合分離処理]
　　　P”(N) = k/a * P'(N)　-　b/a * P(N+1)　　　　　　 (a + b = k)
【００８５】
　一方、ハイフレームレート対応のテレビ受信機２００Ａでは、点Ｐ’（Ｎ）の画素値が
特殊混合処理対象範囲にあり、かつ点Ｐ（Ｎ＋１）の画素値が特殊混合処理対象範囲にな
いとき、ポストプロセッサ２０５において、以下のタイプ１（Type 1）の混合分離処理が
行われて、Ｐ”（Ｎ）の値が得られる。
　[Type1 混合分離処理]
　　　P”(N)　 =　m/c * P'(N)　-　d/c * P(N+1)　　　　　　(c + d = m)
　　　P”(N) ＝ P’(N)　　　　　　( c = m の場合）
【００８６】
　また、ハイフレームレート対応のテレビ受信機２００Ａでは、点Ｐ’（Ｎ）の画素値が
特殊混合処理対象範囲にあり、かつ点Ｐ（Ｎ＋１）の画素値が特殊混合処理対象範囲にあ
るとき、ポストプロセッサ２０５において、以下のタイプ２（Type 2）の混合分離処理が
行われて、Ｐ”（Ｎ）の値が得られる。
　[Type2 混合分離処理]
　　　P”(N) =　s/e * P'(N)　-　f/e * P(N+1)　　　　　　 (e + f = s)
【００８７】
　図１０は、上述したように混合割合の決定方法として新規方法２を採用した場合におけ
るプリプロセッサ１０２における混合処理とポストプロセッサ２０５における混合分離処
理（逆混合処理）の決定ロジックを示している。
【００８８】
　図において、“range_high”は、画像データのレベルが特殊混合処理対象範囲であるき
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らめき再現レベルの範囲にあるか否かを判別するための閾値であるレベル値“Range_limi
t_high_value”を示している。また、“range_low”は、画像データのレベルが特殊混合
処理対象範囲である暗部再現レベルの範囲にあるか否かを判別するための閾値であるレベ
ル値“Range_limit_low_value”を示している（図３参照）。
【００８９】
　プリプロセッサ１０２における混合処理では、Ｐ（Ｎ）が「P(N) > range_high or P(N
) < range_low」を満たすときは、「 Type1 混合処理（Type1_blending） 」を行うよう
に決定される。このときの処理結果であるＰ’（Ｎ）は、特殊混合処理対象範囲となる。
また、プリプロセッサ１０２における混合処理では、P(N) が「range_low =< P(N) =< ra
nge_high 」を満たし、且つ、Ｐ（Ｎ＋１）が「P(N+1) > range_high or P(N+1) < range
_low 」を満たすときは、「 Type2 混合処理（Type2_blending） 」を行うように決定さ
れる。このときの処理結果であるＰ’（Ｎ）は、特殊混合処理対象範囲となる。また、そ
の他のときは、「 Type0 混合処理（Type0_blending） 」を行うように決定される。この
ときの処理結果であるＰ’（Ｎ）は、通常混合処理対象範囲となる。
【００９０】
　また、ポストプロセッサ２０５における混合処理では、Ｐ’（Ｎ）が「P’(N) > range
_high」を満たし、且つ、Ｐ（Ｎ＋１）が「P(N+1) > range_high」を満たすときは、「 T
ype2 混合分離処理（Type2_reverse_blending()） 」を行うように決定され、Ｐ’（Ｎ）
が「P’(N) > range_high」を満たし、且つ、Ｐ（Ｎ＋１）が「P(N+1) > range_high」を
満たさないときは、「 Type1 混合分離処理（Type1_reverse_blending()） 」を行うよう
に決定さる。
【００９１】
　また、ポストプロセッサ２０５における混合処理では、Ｐ’（Ｎ）が「P’(N) < range
_low」を満たし、且つ、Ｐ（Ｎ＋１）が「P(N+1) < range_low」を満たすときは、「 Typ
e2 混合分離処理（Type2_reverse_blending()） 」を行うように決定され、Ｐ’（Ｎ）が
「P’(N) < range_low」を満たし、且つ、Ｐ（Ｎ＋１）が「P(N+1) < range_low」を満た
さないときは、「 Type1 混合分離処理（Type1_reverse_blending()） 」を行うように決
定さる。
【００９２】
　また、ポストプロセッサ２０５における混合処理では、その他の場合、「 Type0 混合
分離処理（Type0_reverse_blending()） 」を行うように決定さる。
【００９３】
　「送信装置の構成」
　図１１は、送信装置１００の構成例を示している。この送信装置１００は、制御部１０
１と、プリプロセッサ１０２と、エンコーダ１０３と、マルチプレクサ１０４と、送信部
１０５を有している。制御部１０１は、送信装置１００の各部の動作を制御する。
【００９４】
　プリプロセッサ１０２は、ハイフレームレート（１２０Ｈｚ）の動画像データＰを入力
して、ノーマルフレームレート（６０Ｈｚ）の各フレームの画像データＰ’（Ｎ）と、ハ
イフレームレートの各拡張フレームの画像データＰ（Ｎ＋１）を出力する。
【００９５】
　ここで、プリプロセッサ１０２は、混合処理前のハイフレームレートの動画像データＰ
の各フレームの画像データにフレーム毎に独立しかつデータレベルに応じた混合割合で周
辺フレームの画像データを混合する処理を施して混合処理後の動画像データを得る。この
動画像データのうち、ノーマルフレームレート（６０Ｈｚ）に対応した各フレームの画像
データがＰ’（Ｎ）となり、残りの各フレームの画像データがＰ（Ｎ＋１）となる。この
場合、少なくとも、画像データＰ’（Ｎ）は周辺フレームの画像データと混合された状態
とされる。
【００９６】
　図１２は、プリプロセッサ１０２の構成例を示している。この例は、混合割合の決定方
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法として新規方法１を採用した場合における構成例である。このプリプロセッサ１０２は
、ピクセル処理部１２０と、フレーム遅延部１２１と、係数器１２２，１２３，１２５，
１２６と、加算部１２４，１２７と、スイッチ部１２８と、出力部１２９を有している。
【００９７】
　ピクセル処理部１２０は、動画像データＰの各フレームの画像データＰ（Ｎ），Ｐ（Ｎ
＋１）の値を調整して、“Range_limit_high_value”、“Range_limit_low_value”のレ
ベル値による特殊混合処理対象範囲にあるか否かの判定処理を適切に行い得るようにする
。
【００９８】
　図１３は、ピクセル処理部１２０で使用される上限値用テーブルの一例を示している。
図１４は、ピクセル処理部１２０で使用される下限値用テーブルの一例を示している。こ
こでは、画像データは１０ビットデータを例にとり、下限値６４、上限値９４０で説明す
る。
【００９９】
　最初に、図１３に示す上限値用テーブル例について説明する。このテーブル例は、“Ra
nge_limit_High_value”を７００に設定する場合の例である。７０１～７０５は７０５に
変更され、７０６～９４０はそのままの値が保持される。同様に、６９８～７００は６９
８に変更され、６４～６９７は、そのままの値が保持される。
【０１００】
　ここで、Ｐ（Ｎ）の値が７０５以上のとき、特殊混合処理対象範囲にあると判断され、
プリプロセッサ１０２では「 Type1 混合処理 」の混合処理が行われる。この場合、Ｐ'
（Ｎ）の値の最小値は、Ｐ（Ｎ＋１）の値が６４以上であることから、例えばＰ（Ｎ）と
Ｐ（Ｎ＋１）との混合割合が２５５：１に設定されるときには、以下の数式（１）から、
７０２となる。
　P’(N) = (705*255 + 64*1 )/256　= 702　　　・・・（１）
【０１０１】
　そのため、ポストプロセッサ２０５側においても、Ｐ'（Ｎ）の値から、同様に、特殊
混合処理対象範囲と判断することが可能となり、適切な混合分離処理（逆混合処理）を行
うことが可能となる。なお、詳細説明は省略するが、“Range_limit_High_value”を７０
０以外の値に設定する場合にあっても、画像データＰ（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）の値を調整す
ることで、同様の効果を持たせることができる。
【０１０２】
　次に、図１４に示す下限値用テーブル例について説明する。このテーブル例は、“Rang
e_limit_Low_value”を１００に設定する場合の例である。９６～９９は９６に変更され
、６４～９５はそのままの値が保持される。同様に、１００～１０２は１０２に変更され
、１０３～９４０は、そのままの値が保持される。
【０１０３】
　ここで、Ｐ（Ｎ）の値が９６以下のとき、特殊混合処理対象範囲にあると判断され、プ
リプロセッサ１０２では「 Type1 混合処理 」の混合処理が行われる。この場合、Ｐ'（
Ｎ）の値の最大値は、Ｐ（Ｎ＋１）の値が９４０以下であることから、例えばＰ（Ｎ）と
Ｐ（Ｎ＋１）との混合割合が２５５：１に設定されるときには、以下の数式（２）から、
９９となる。
　P’(N) = (96*255 + 940*1 )/256　= 99　　　・・・（２）
【０１０４】
　そのため、ポストプロセッサ２０５側においても、Ｐ'（Ｎ）の値から、同様に、特殊
混合処理対象範囲と判断することが可能となり、適切な混合分離処理（逆混合処理）を行
うことが可能となる。なお、詳細説明は省略するが、“Range_limit_Low_value”を１０
０以外の値に設定する場合にあっても、画像データＰ（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）の値を調整す
ることで、同様の効果を持たせることができる。
【０１０５】
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　なお、上述では、上限値用テーブルと下限値用テーブルを備えているように説明したが
、これらの２つのテーブルは１つのテーブルとして構成することも可能である。
【０１０６】
　図１２に戻って、フレーム遅延部１２１は、ピクセル処理部１２０で値が調整された画
像データＰ（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）を入力し、１２０Ｈｚにおける１フレームの遅延を与え
る。これにより、フレーム遅延部１２１の出力がピクチャ「Ｎ」の画像データＰ（Ｎ）と
なるとき、ピクセル処理部１２０の出力はピクチャ「Ｎ＋１」の画像データＰ（Ｎ＋１）
となる。
【０１０７】
　フレーム遅延部１２１から得られる画像データＰ（Ｎ）は、係数器１２２と係数器１２
５に入力される。また、ピクセル処理部１２０から得られる画像データＰ（Ｎ＋１）は、
係数器１２３と係数器１２６に入力される。
【０１０８】
　係数器１２２には制御部１０１から（ａ/ｋ）の係数が設定されており、画像データＰ
（Ｎ）にこの係数が掛け算される。また、係数器１２３には制御部１０１から（ｂ/ｋ）
の係数が設定されており、画像データＰ（Ｎ＋１）にこの係数が掛け算される。係数器１
２２，１２３の出力値は加算部１２４で加算される。ここで、係数器１２２，１２３およ
び加算部１２４は、「 Type0 混合処理 」の混合処理を行うためのフィルタを構成してお
り、加算部１２４からは「 Type0 混合処理 」の混合処理で得られた画像データＰ’（Ｎ
）が得られる。
【０１０９】
　また、係数器１２５には制御部１０１から（ｃ/ｍ）の係数が設定されており、画像デ
ータＰ（Ｎ）にこの係数が掛け算される。また、係数器１２６には制御部１０１から（ｄ
/ｍ）の係数が設定されており、画像データＰ（Ｎ＋１）にこの係数が掛け算される。係
数器１２５，１２６の出力値は加算部１２７で加算される。ここで、係数器１２５，１２
６および加算部１２７は、「 Type1 混合処理 」の混合処理を行うためのフィルタを構成
しており、加算部１２７からは「 Type1 混合処理 」の混合処理で得られた画像データＰ
’（Ｎ）が得られる。
【０１１０】
　スイッチ部１２８には、加算部１２４，１２７で得られた画像データＰ’（Ｎ）が入力
される。スイッチ部１２８は、制御部１０１からのセレクト信号に基づき、画素単位で、
加算部１２４で得られた「 Type0 混合処理 」の画像データＰ’（Ｎ）または加算部１２
７で得られた「 Type1 混合処理 」の画像データＰ’（Ｎ）を、選択的に出力する。
【０１１１】
　制御部１０１は、フレーム遅延部１２１から得られる画像データＰ（Ｎ）と、予め設定
されている“Range_limit_High_value”、“Range_limit_low_value”のレベル値に基づ
いて、画素単位でセレクト信号を発生してスイッチ部１２８に送る。
【０１１２】
　図１５のフローチャートは、制御部１０１において画素単位で行われるセレクト信号の
発生処理の手順の一例を示している。まず、ステップＳＴ１において、制御部１０１は、
処理を開始する。その後、制御部１０１は、ステップＳＴ２において、Ｐ（Ｎ）の画素を
読み込む。次に、制御部１０１は、ステップＳＴ３において、Ｐ（Ｎ）は特殊混合処理対
象範囲「P(N) > range_high, P(N) < range_low」にあるか否かを判定する。
【０１１３】
　制御部１０１は、特殊混合処理対象範囲ではなく通常混合処理対象範囲にあると判定す
るとき、ステップＳＴ４において、「 Type0 混合処理 」の画像データＰ’（Ｎ）を選択
するセレクト信号を発生し、その後に、ステップＳＴ５において、処理を終了する。一方
、制御部１０１は、特殊混合処理対象範囲にあると判定するとき、ステップＳＴ６におい
て、「 Type1 混合処理 」の画像データＰ’（Ｎ）を選択するセレクト信号を発生し、そ
の後に、ステップＳＴ５において、処理を終了する。
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【０１１４】
　図１２に戻って、スイッチ部１２８で得られた画像データＰ’（Ｎ）と、ピクセル処理
部１２０で得られた画像データＰ（Ｎ＋１）は、出力部１２９に入力される。この出力部
１２９には、６０Ｈｚのフレーム同期信号が供給される。出力部１２９は、このフレーム
同期信号に同期して、６０Ｈｚのフレームレートで、ノーマルフレームレートの各フレー
ムの画像データＰ´（Ｎ）と、ハイフレームレートの各拡張フレームの画像データＰ（Ｎ
＋１）を出力する。
【０１１５】
　図１６は、プリプロセッサ１０２の他の構成例を示している。この例は、混合割合の決
定方法として新規方法２を採用した場合における構成例である。この図１６において、図
１２と対応する部分には同一符号を付し、適宜、その詳細説明は省略する。このプリプロ
セッサ１０２は、ピクセル処理部１２０と、フレーム遅延部１２１と、係数器１２２，１
２３，１２５，１２６，１３０，１３１と、加算部１２４，１２７，１３２と、スイッチ
部１３３と、出力部１２９を有している。
【０１１６】
　フレーム遅延部１２１から得られる画像データＰ（Ｎ）は、係数器１２２と係数器１２
５と係数器１３０に入力される。また、ピクセル処理部１２０から得られる画像データＰ
（Ｎ＋１）は、係数器１２３と係数器１２６と係数器１３１に入力される。
【０１１７】
　係数器１２２には制御部１０１から（ａ/ｋ）の係数が設定されており、画像データＰ
（Ｎ）にこの係数が掛け算される。また、係数器１２３には制御部１０１から（ｂ/ｋ）
の係数が設定されており、画像データＰ（Ｎ＋１）にこの係数が掛け算される。係数器１
２２，１２３の出力値は加算部１２４で加算される。ここで、係数器１２２，１２３およ
び加算部１２４は、「 Type0 混合処理 」の混合処理を行うためのフィルタを構成してお
り、加算部１２４からは「 Type0 混合処理 」の混合処理で得られた画像データＰ’（Ｎ
）が得られる。
【０１１８】
　また、係数器１２５には制御部１０１から（ｃ/ｍ）の係数が設定されており、画像デ
ータＰ（Ｎ）にこの係数が掛け算される。また、係数器１２６には制御部１０１から（ｄ
/ｍ）の係数が設定されており、画像データＰ（Ｎ＋１）にこの係数が掛け算される。係
数器１２５，１２６の出力値は加算部１２７で加算される。ここで、係数器１２５，１２
６および加算部１２７は、「 Type1 混合処理 」の混合処理を行うためのフィルタを構成
しており、加算部１２７からは「 Type1 混合処理 」の混合処理で得られた画像データＰ
’（Ｎ）が得られる。
【０１１９】
　また、係数器１３０には制御部１０１から（ｅ/ｓ）の係数が設定されており、画像デ
ータＰ（Ｎ）にこの係数が掛け算される。また、係数器１３１には制御部１０１から（ｆ
/ｓ）の係数が設定されており、画像データＰ（Ｎ＋１）にこの係数が掛け算される。係
数器１３０，１３１の出力値は加算部１３２で加算される。ここで、係数器１３０，１３
１および加算部１３２は、「 Type2 混合処理 」の混合処理を行うためのフィルタを構成
しており、加算部１３２からは「 Type2 混合処理 」の混合処理で得られた画像データＰ
’（Ｎ）が得られる。
【０１２０】
　スイッチ部１３３には、加算部１２４，１２７，１３２で得られた画像データＰ’（Ｎ
）が入力される。スイッチ部１３３は、制御部１０１からのセレクト信号に基づき、画素
単位で、加算部１２４で得られた「 Type0 混合処理 」の画像データＰ’（Ｎ）、加算部
１２７で得られた「 Type1 混合処理 」の画像データＰ’（Ｎ）または加算部１３２で得
られた「 Type2 混合処理 」の画像データＰ’（Ｎ）を、選択的に出力する。
【０１２１】
　制御部１０１は、フレーム遅延部１２１から得られる画像データＰ（Ｎ）およびピクセ



(22) JP 6982990 B2 2021.12.17

10

20

30

40

50

ル処理部１２０から得られる画像データＰ（Ｎ＋１）と、予め設定されている“Range_li
mit_High_value”、“Range_limit_low_value”のレベル値に基づいて、画素単位でセレ
クト信号を発生してスイッチ部１３３に送る。
【０１２２】
　図１７のフローチャートは、制御部１０１において画素単位で行われるセレクト信号の
発生処理の手順の一例を示している。まず、ステップＳＴ１１において、制御部１０１は
、処理を開始する。その後、制御部１０１は、ステップＳＴ１２において、Ｐ（Ｎ），Ｐ
（Ｎ＋１）の画素を読み込む。次に、制御部１０１は、ステップＳＴ１３において、Ｐ（
Ｎ）は特殊混合処理対象範囲「P(N) > range_high, P(N) < range_low」にあるか否かを
判定する。
【０１２３】
　制御部１０１は、Ｐ（Ｎ）が特殊混合処理対象範囲ではなく通常混合処理対象範囲にあ
ると判定するとき、ステップＳＴ１４において、Ｐ（Ｎ＋１）は特殊混合処理対象範囲「
P(N+1) > range_high, P(N+1) < range_low」にあるか否かを判定する。
【０１２４】
　制御部１０１は、Ｐ（Ｎ＋１）が特殊混合処理対象範囲ではなく通常混合処理対象範囲
にあると判定するとき、ステップＳＴ１５において、「 Type0 混合処理 」の画像データ
Ｐ’（Ｎ）を選択するセレクト信号を発生し、その後に、ステップＳＴ１６において、処
理を終了する。一方、制御部１０１は、Ｐ（Ｎ＋１）が特殊混合処理対象範囲にあると判
定するとき、ステップＳＴ１７において、「 Type2 混合処理 」の画像データＰ’（Ｎ）
を選択するセレクト信号を発生し、その後に、ステップＳＴ１６において、処理を終了す
る。
【０１２５】
　また、ステップＳＴ１３でＰ（Ｎ＋１）が特殊混合処理対象範囲にあると判定するとき
、制御部１０１は、ステップＳＴ１８において、「 Type0 混合処理 」の画像データＰ’
（Ｎ）を選択するセレクト信号を発生し、その後に、ステップＳＴ１６において、処理を
終了する。
【０１２６】
　図１６に戻って、スイッチ部１３３で得られた画像データＰ’（Ｎ）と、ピクセル処理
部１２０で得られた画像データＰ（Ｎ＋１）は、出力部１２９に入力される。この出力部
１２９には、６０Ｈｚのフレーム同期信号が供給される。出力部１２９は、このフレーム
同期信号に同期して、６０Ｈｚのフレームレートで、ノーマルフレームレートの各フレー
ムの画像データＰ´（Ｎ）と、ハイフレームレートの各拡張フレームの画像データＰ（Ｎ
＋１）を出力する。
【０１２７】
　図１１に戻って、エンコーダ１０３は、プリプロセッサ１０２で得られる画像データＰ
’（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）に対して符号化処理を施して、基本ストリームＳＴｂおよび拡張
ストリームＳＴｅを生成する。この場合、画像データＰ’（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）に対して
、例えば、Ｈ．２６４／ＡＶＣ、Ｈ．２６５／ＨＥＶＣなどの予測符号化処理が施される
。
【０１２８】
　エンコーダ１０２は、基本ストリームＳＴｂ、拡張ストリームＳＴｅに混合割合の情報
および画像データのレンジ情報を挿入する。受信側では、これらの情報に基づいて、基本
ストリームの各フレームの画像データがいかなる割合で拡張フレームの画像データと混合
されて得られたものであるかを画素単位で把握でき、混合分離処理（逆混合処理）を適切
に行うことが可能となる。
【０１２９】
　この実施の形態においては、基本ストリームＳＴｂ、拡張ストリームＳＴｅの各アクセ
スユニットに混合割合の情報および画像データのレンジ情報を持つＳＥＩ　ＮＡＬユニッ
トが挿入される。この場合、エンコーダ１０３は、アクセスユニット（ＡＵ）の“ＳＥＩ
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ｓ”の部分に、新規定義する、ブレンド・アンド・レンジ・インフォメーション・ＳＥＩ
メッセージ（Blend_and_range_information SEI message）を挿入する。
【０１３０】
　この実施の形態においては、この画像データＰ'（Ｎ）の混合処理に係る混合割合の情
報および画像データのレンジ情報を持つＳＥＩ　ＮＡＬユニットが、例えば、基本ストリ
ームＳＴｂおよび拡張ストリームＳｔｅの双方の各アクセスユニットに各々挿入される。
なお、この混合処理に係る混合割合の情報および画像データのレンジ情報を、基本ストリ
ームＳＴｂの各アクセスユニットのみに挿入すること、あるいは拡張ストリームＳＴｅの
各アクセスユニットのみに挿入することも考えられる。
【０１３１】
　図１８は、「Blend_and_range_information SEI message」の構造例(Syntax)を示して
いる。「uuid_iso_iec_11578」は、“ISO/IEC 11578:1996 AnnexA.”で示されるＵＵＩＤ
値を持つ。「user_data_payload_byte」のフィールドに、「Blend_and_range_informatio
n()」が挿入される。
【０１３２】
　図１９は、「Blend_and_range_information()」の構造例(Syntax)を示し、図２０は、
その構造例における主要な情報の内容（Semantics）を示している。「bit_depth_informa
tion」の８ビットフィールドは、符号化画素ビット幅を示す。例えば、“０”は８ビット
、“１”は１０ビット、“２”は１２ビット、“３”は１６ビットを示す。
【０１３３】
　「range_limit_high_value」の１６ビットフィールドは、通常混合処理対象範囲の上限
のレベル値を示す。「range_limit_low_value」の１６ビットフィールドは、通常混合処
理対象範囲の下限のレベル値を示す。これらは、画像データのレンジ範囲情報を構成して
いる。
【０１３４】
　「blending_mode」の８ビットフィールドは、混合処理のモードを示す。例えば、“０
ｘ０”はモード０（mode0）、つまり従来の通常混合処理のみを行うモードを示す。また
、例えば、“０ｘ１”はモード１（mode1）、つまり、ピクチャ「Ｎ」の画素判断による
特殊混合処理を含む混合処理を行うモードを示す。また、例えば、“０ｘ２”はモード２
（mode2）、つまり、ピクチャ「Ｎ」、「Ｎ＋１」の画素判断による特殊混合処理を含む
混合処理を行うモードを示す。
【０１３５】
　「blending_mode」が“０ｘ０”であるとき、「type_blending_coefficient_a」、「ty
pe0_blending_coefficient_b」の８ビットフィールドが存在する。また、「blending_mod
e」が“０ｘ１”であるとき、「type_blending_coefficient_a」、「type0_blending_coe
fficient_b」、「type1_blending_coefficient_c」、「type1_blending_coefficient_d」
の８ビットフィールドが存在する。また、「blending_mode」が“０ｘ２”であるとき、
「type_blending_coefficient_a」、「type0_blending_coefficient_b」、「type1_blend
ing_coefficient_c」、「type1_blending_coefficient_d」、「type2_blending_coeffici
ent_e」、「type2_blending_coefficient_f」の８ビットフィールドドが存在する。
【０１３６】
　「type0_blending_coefficient_a」の８ビットフィールドは、「Type0 混合処理」であ
る通常混合処理における係数ａ(ベースレイヤ画素に対する係数）を示す。「type0_blend
ing_coefficient_b」の８ビットフィールドは、「Type0 混合処理」である通常混合処理
における係数ｂ(エンハンスト画素に対する係数）を示す。
【０１３７】
　「type1_blending_coefficient_c」の８ビットフィールドは、「Type1 混合処理」であ
る特殊混合処理における係数ｃ(ベースレイヤ画素に対する係数）を示す。「type1_blend
ing_coefficient_d」の８ビットフィールドは、「Type1 混合処理」である特殊混合処理
における係数ｄ(エンハンスト画素に対する係数）を示す。
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【０１３８】
　「type2_blending_coefficient_e」の８ビットフィールドは、「Type2 混合処理」であ
る特殊混合処理における係数ｅ(ベースレイヤ画素に対する係数）を示す。「type2_blend
ing_coefficient_f」の８ビットフィールドは、「Type2 混合処理」である特殊混合処理
における係数ｆ(エンハンスト画素に対する係数）を示す。上述の各係数は、混合処理に
係る混合割合の情報を構成している。
【０１３９】
　図１１に戻って、マルチプレクサ１０４は、エンコーダ１０３で生成された基本ストリ
ームＳＴｂおよび拡張ストリームＳＴｅを、ＰＥＳ（Packetized Elementary Stream）パ
ケット化し、さらにトランスポートパケット化して多重し、多重化ストリームとしてのト
ランスポートストリームＴＳを得る。
【０１４０】
　また、マルチプレクサ１０４は、コンテナとしてのトランスポートストリームＴＳのレ
イヤに、混合割合の情報および画像データのレンジ情報を挿入する。この実施の形態にお
いては、プログラムマップテーブルの配下に拡張ストリームに対応して配置されたビデオ
エレメンタリストリームループの中に、新規定義する、ＨＦＲ・デスクリプタ（HFR_desc
riptor）を挿入する。なお、混合割合の情報および画像データのレンジ情報を上述したよ
うにＳＥＩに配置する場合は、ピクチャ毎、あるいはシーン毎に情報を切り替えることが
可能となる。また、混合割合の情報および画像データのレンジ情報をコンテナのデスクリ
プタに配置する場合は、より長い期間、例えば番組毎、ないしは番組を分割した単位毎に
情報を切り替えることが可能となる。
【０１４１】
　図２１は、ＨＦＲ・デスクリプタの構造例(Syntax)を示している。詳細説明は省略する
が、このＨＦＲ・デスクリプタは、上述したブレンド・アンド・レンジ・インフォメーシ
ョン・ＳＥＩメッセージ（図１９参照）と同様の情報を持っている。ＨＦＲ・デスクリプ
タを配置するメリットは、受信機がデコード処理を開始する前に、ＨＦＲピクチャデータ
に必要な処理タイプを把握でき、後段のポスト処理の準備を完成できることにある。
【０１４２】
　図２２は、トランスポートストリームＴＳの構成例を示している。このトランスポート
ストリームＴＳには、基本ストリーム（ベースストリーム）ＳＴｂと拡張ストリーム（エ
ンハンスストリーム）ＳＴｅの２つのビデオストリームが含まれている。すなわち、この
構成例では、基本ストリームＳＴｂのＰＥＳパケット「video PES1」が存在すると共に、
拡張ストリームＳＴｅのＰＥＳパケット「video PES2」が存在する。
【０１４３】
　ＰＥＳパケット「video PES1」およびＰＥＳパケット「video PES2」でコンテナされる
各ピクチャの符号化画像データには、ブレンド・アンド・レンジ・インフォメーション・
ＳＥＩメッセージ（図１９参照）が挿入される。なお、この例は、基本ストリームＳＴｂ
および拡張ストリームＳＴｅの双方に混合割合の情報および画像データのレンジ情報を挿
入する例に対応している。
【０１４４】
　また、トランスポートストリームＴＳには、ＰＳＩ（Program Specific Information）
の一つとして、ＰＭＴ（Program Map Table）が含まれている。このＰＳＩは、トランス
ポートストリームに含まれる各エレメンタリストリームがどのプログラムに属しているか
を記した情報である。
【０１４５】
　ＰＭＴには、プログラム全体に関連する情報を記述するプログラム・ループ（Program 
loop）が存在する。また、ＰＭＴには、各ビデオストリームに関連した情報を持つエレメ
ンタリストリーム・ループが存在する。この構成例では、基本ストリームに対応したビデ
オエレメンタリストリームループ「video ES1 loop」が存在すると共に、拡張ストリーム
に対応したビデオエレメンタリストリームループ「video ES2 loop」が存在する。
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【０１４６】
　「video ES1 loop」には、基本ストリーム（video PES1）に対応して、ストリームタイ
プ、パケット識別子（PID）等の情報が配置されると共に、そのビデオストリームに関連
する情報を記述するデスクリプタ、例えばｈｅｖｃデスクリプタや上述したＨＦＲデスク
リプタ（図２１参照）も配置される。このストリームタイプは、ＨＥＶＣ符号化の場合、
基本ストリームを示す“０ｘ２４”とされる。
【０１４７】
　また、「video ES2 loop」には、拡張ストリーム（video PES2）に対応して、ストリー
ムタイプ、パケット識別子（PID）等の情報が配置されると共に、そのビデオストリーム
に関連する情報を記述するデスクリプタ、例えばｈｅｖｃデスクリプタや上述したＨＦＲ
デスクリプタ（図２１参照）も配置される。このストリームタイプは、拡張ストリームを
示す“０ｘ２５”とされる。
【０１４８】
　なお、図示の例は、ＨＥＶＣの符号化が行われる場合について示しているが、ブレンド
・アンド・レンジ・インフォメーション・ＳＥＩメッセージによるシグナリング情報の伝
達は他のコーデックにも同様に適用可能である。他のコーデックの場合は、ＰＭＴに挿入
するデスクリプタは別のものとなる。
【０１４９】
　図１１に戻って、送信部１０５は、トランスポートストリームＴＳを、例えば、ＱＰＳ
Ｋ／ＯＦＤＭ等の放送に適した変調方式で変調し、ＲＦ変調信号を送信アンテナから送信
する。
【０１５０】
　図１１に示す送信装置１００の動作を簡単に説明する。ハイフレームレート（１２０Ｈ
ｚ）の動画像データＰがプリプロセッサ１０２に入力される。このプリプロセッサ１０２
では、動画像データＰが処理されて、ノーマルフレームレート（６０Ｈｚ）の各フレーム
の画像データＰ’（Ｎ）と、ハイフレームレートの各拡張フレームの画像データＰ（Ｎ＋
１）が得られる。
【０１５１】
　この場合、動画像データＰの各フレームの画像データにフレーム毎に独立しかつデータ
レベルに応じた混合割合で周辺フレームの画像データを混合する処理が施されて混合処理
後の動画像データが得られる。そして、この動画像データのうち、ノーマルフレームレー
ト（６０Ｈｚ）に対応した各フレームの画像データがＰ’（Ｎ）とされ、残りの各フレー
ムの画像データがＰ（Ｎ＋１）とされる。ここで、画像データＰ’（Ｎ）は、画像データ
Ｐ（Ｎ）に画像データＰ（Ｎ＋１）が混合されて得られたものである。
【０１５２】
　この実施の形態では、画素単位で、画像データＰ（Ｎ）、または画像データＰ（Ｎ），
Ｐ（Ｎ＋１）のデータレベルに応じた混合処理が選択的に用いられる。これにより、通常
輝度色度範囲については混合の効果が得られ、きらめき部分およびダーク部分での先鋭感
が損なわれることなく、受信再生が可能となる。
【０１５３】
　例えば、混合割合の決定方法として新規方法１を採用した場合には、画像データＰ（Ｎ
）のデータレベルに応じて、通常混合処理である「 Type0 混合処理 」、あるいは特殊混
合処理である「 Type1 混合処理 」が用いられる。また、混合割合の決定方法として新規
方法２を採用した場合には、画像データＰ（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）のデータレベルに応じて
、通常混合処理である「 Type0 混合処理 」、特殊混合処理である「 Type1 混合処理 」
、あるいは特殊混合処理である「 Type2 混合処理 」が用いられる。
【０１５４】
　プリプロセッサ１０２で得られた画像データＰ’（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）は、エンコーダ
１０３に供給される。エンコーダ１０３では、画像データＰ’（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）に対
して符号化処理が施されて、基本ストリームＳＴｂおよび拡張ストリームＳＴｅが生成さ
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れる。このエンコーダ１０３では、基本ストリームＳＴｂ、拡張ストリームＳＴｅに、受
信側における混合分離処理（逆混合処理）の便宜のために、混合処理に係る混合割合の情
報および画像データのレンジ情報が挿入される。
【０１５５】
　エンコーダ１０３で生成された基本ストリームＳＴｂおよび拡張ストリームＳＴｅは、
マルチプレクサ１０４に供給される。マルチプレクサ１０４では、基本ストリームＳＴｂ
および拡張ストリームＳＴｅが、ＰＥＳパケット化され、さらにトランスポートパケット
化されて多重され、多重化ストリームとしてのトランスポートストリームＴＳが得られる
。また、マルチプレクサ１０４では、コンテナとしてのトランスポートストリームＴＳの
レイヤに、混合割合の情報および画像データのレンジ情報を持つＨＦＲデスクリプタが挿
入される。
【０１５６】
　マルチプレクサ１０４で生成されたトランスポートストリームＴＳは、送信部１０５に
送られる。送信部１０５では、このトランスポートストリームＴＳが、例えば、ＱＰＳＫ
／ＯＦＤＭ等の放送に適した変調方式で変調され、ＲＦ変調信号が送信アンテナから送信
される。
【０１５７】
　「テレビ受信機の構成」
　図２３は、ハイフレームレート（１２０Ｈｚ）の動画像データを処理可能なデコード能
力があるテレビ受信機２００Ａの構成例を示している。このテレビ受信機２００Ａは、制
御部２０１と、受信部２０２と、デマルチプレクサ２０３と、デコーダ２０４と、ポスト
プロセッサ２０５と、ＭＣＦＩ（Motion Compensated Frame Insertion）部２０６と、パ
ネル表示部２０７を有している。また、デマルチプレクサ２０３は、トランスポートスト
リームＴＳのレイヤに含まれるセクション情報を抽出し、制御部２０１に送る。この場合
、混合割合の情報および画像データのレンジ情報を持つＨＦＲデスクリプタ（図２１参照
）も抽出される。
【０１５８】
　制御部２０１は、テレビ受信機２００Ａの各部の動作を制御する。受信部２０２は、受
信アンテナで受信されたＲＦ変調信号を復調し、トランスポートストリームＴＳを取得す
る。デマルチプレクサ２０３は、トランスポートストリームＴＳから、ＰＩＤのフィルタ
リングによって、基本ストリームＳＴｂおよび拡張ストリームＳＴｅを取り出し、デコー
ダ２０４に供給する。
【０１５９】
　デコーダ２０４は、基本ストリームＳＴｂに復号化処理を施してノーマルフレームレー
トの各フレームの画像データＰ’（Ｎ）を得ると共に、拡張ストリームＳＴｅに復号化処
理を施してハイフレームレートの各拡張フレームの画像データＰ（Ｎ＋１）を得る。
【０１６０】
　また、デコーダ２０４は、基本ストリームＳＴｂ、拡張ストリームＳＴｅを構成する各
アクセスユニットに挿入されているパラメータセットやＳＥＩを抽出し、制御部２０１に
送る。この場合、混合割合の情報および画像データのレンジ情報を持つブレンド・アンド
・レンジ・インフォメーション・ＳＥＩ（図１９参照）も抽出される。
【０１６１】
　制御部２０１は、混合割合の情報および画像データのレンジ情報に基づいて、混合分離
処理（逆混合処理）をする際に、画素単位でどのタイプの混合分離処理（逆混合処理）を
適用すべきかを適切に判定でき、また、各タイプの混合分離処理（逆混合処理）における
フィルタ係数を適切に設定でき、後述するポストプロセッサ２０５の制御を良好に行うこ
とが可能となる。
【０１６２】
　ポストプロセッサ２０５は、制御部２０１の制御のもと、デコーダ２０４で得られた画
像データＰ'（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）に基づいて混合分離処理（逆混合処理）を施して、混
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合解除されたハイフレームレートの動画像データＲを得る。
【０１６３】
　図２４は、ポストプロセッサ１０２の構成例を示している。この例は、混合割合の決定
方法として新規方法１を採用した場合における構成例である。このポストプロセッサ２０
５は、係数器２２０，２２１，２２３，２２４と、加算部２２２，２２５と、スイッチ部
２２６，２２７を有している。
【０１６４】
　ピクチャ「Ｎ」の画像データＰ’（Ｎ）は、係数器２２０と係数器２２３に入力される
。また、ピクチャ「Ｎ＋１」の画像データＰ（Ｎ＋１）は、係数器２２１と係数器２２４
に入力される。
【０１６５】
　係数器２２０には制御部２０１から（ｋ/ａ）の係数が設定されており、画像データＰ
’（Ｎ）にこの係数が掛け算される。また、係数器２２１には制御部２０１から（-ｂ/ａ
）の係数が設定されており、画像データＰ（Ｎ＋１）にこの係数が掛け算される。係数器
２２０，２２１の出力値は加算部２２２で加算される。ここで、係数器２２０，２２１お
よび加算部２２２は、「 Type0 混合分離処理 」の混合分離処理（逆混合処理）を行うた
めのフィルタを構成しており、加算部２２２からは「 Type0 混合分離処理 」の混合分離
処理で得られた画像データＰ”（Ｎ）が得られる。
【０１６６】
　係数器２２３には制御部２０１から（ｍ/ｃ）の係数が設定されており、画像データＰ
’（Ｎ）にこの係数が掛け算される。また、係数器２２４には制御部２０１から（-ｄ/ｃ
）の係数が設定されており、画像データＰ（Ｎ＋１）にこの係数が掛け算される。係数器
２２３，２２４の出力値は加算部２２５で加算される。ここで、係数器２２３，２２４お
よび加算部２２５は、「 Type1 混合分離処理 」の混合分離処理（逆混合処理）を行うた
めのフィルタを構成しており、加算部２５からは「 Type1 混合分離処理 」の混合分離処
理で得られた画像データＰ”（Ｎ）が得られる。
【０１６７】
　スイッチ部２２６には、加算部２２２，２２５で得られた画像データＰ”（Ｎ）が入力
される。スイッチ部２２６は、制御部２０１からのセレクト信号に基づき、画素単位で、
加算部２２２で得られた「 Type0 混合分離処理 」の画像データＰ”（Ｎ）または加算部
２２５で得られた「 Type1 混合分離処理 」の画像データＰ”（Ｎ）を、選択的に出力す
る。
【０１６８】
　制御部２０１は、画像データＰ’（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）と、画像データのレンジ情報と
しての“Range_limit_High_value”、“Range_limit_low_value”のレベル値に基づいて
、画素単位でセレクト信号を発生してスイッチ部２２６に送る。
【０１６９】
　図２５のフローチャートは、制御部２０１において画素単位で行われるセレクト信号の
発生処理の手順の一例を示している。まず、ステップＳＴ２１において、制御部２０１は
、処理を開始する。その後、制御部２０１は、ステップＳＴ２２において、Ｐ’（Ｎ），
Ｐ（Ｎ＋１）の画素を読み込む。次に、制御部２０１は、ステップＳＴ２３において、Ｐ
’（Ｎ）は特殊混合処理対象範囲「P’(N) > range_high, P’(N) < range_low」にある
か否かを判定する。
【０１７０】
　制御部２０１は、特殊混合処理対象範囲ではなく通常混合処理対象範囲にあると判定す
るとき、ステップＳＴ２４において、「 Type0 混合分離処理 」の画像データＰ”（Ｎ）
を選択するセレクト信号を発生し、その後に、ステップＳＴ２５において、処理を終了す
る。一方、制御部２０１は、特殊混合処理対象範囲にあると判定するとき、ステップＳＴ
２６の処理に移る。
【０１７１】
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　ステップＳＴ２６において、制御部２０１は、Ｐ（Ｎ＋１）は特殊混合処理対象範囲「
P(N+1) > range_high, P(N+1) < range_low」にあるか否かを判定する。特殊混合処理対
象範囲ではなく通常混合処理対象範囲にあると判定するとき、制御部２０１は、ステップ
ＳＴ２７において、「 Type1 混合分離処理 」の画像データＰ”（Ｎ）を選択するセレク
ト信号を発生し、その後に、ステップＳＴ２５において、処理を終了する。
【０１７２】
　一方、制御部２０１は、特殊混合処理対象範囲にあると判定するとき、ステップＳＴ２
４において、「 Type0 混合分離処理 」の画像データＰ”（Ｎ）を選択するセレクト信号
を発生し、その後に、ステップＳＴ２５において、処理を終了する。
【０１７３】
　図２４に戻って、スイッチ部２２６で得られた画像データＰ”（Ｎ）と、画像データＰ
（Ｎ＋１）は、スイッチ部２２７に入力される。このスイッチ部２２７には、１２０Ｈｚ
のフレーム同期信号が供給される。スイッチ部２２７は、このフレーム同期信号に同期し
て、混合解除された画像データＰ”（Ｎ）と画像データＰ（Ｎ＋１）を交互に取り出し、
ハイフレームレート（１２０Ｈｚ）の動画像データＲを出力する。
【０１７４】
　図２６は、ポストプロセッサ２０５の他の構成例を示している。この例は、混合割合の
決定方法として新規方法２を採用した場合における構成例である。この例は、混合割合の
決定方法として新規方法２を採用した場合における構成例である。この図２６において、
図２４と対応する部分には同一符号を付し、適宜、その詳細説明は省略する。このポスト
プロセッサ２０５は、係数器２２０，２２１，２２３，２２４，２３０，２３１と、加算
部２２２，２２５，２３２と、スイッチ部２３３，２２７を有している。
【０１７５】
　ピクチャ「Ｎ」の画像データＰ’（Ｎ）は、係数器２２０と係数器２２３と係数器２３
０に入力される。また、ピクチャ「Ｎ＋１」の画像データＰ（Ｎ＋１）は、係数器２２１
と係数器２２４と係数器２３１に入力される。
【０１７６】
　係数器２２０には制御部２０１から（ｋ/ａ）の係数が設定されており、画像データＰ
’（Ｎ）にこの係数が掛け算される。また、係数器２２１には制御部２０１から（-ｂ/ａ
）の係数が設定されており、画像データＰ（Ｎ＋１）にこの係数が掛け算される。係数器
２２０，２２１の出力値は加算部２２２で加算される。ここで、係数器２２０，２２１お
よび加算部２２２は、「 Type0 混合分離処理 」の混合分離処理（逆混合処理）を行うた
めのフィルタを構成しており、加算部２２２からは「 Type0 混合分離処理 」の混合分離
処理で得られた画像データＰ”（Ｎ）が得られる。
【０１７７】
　係数器２２３には制御部２０１から（ｍ/ｃ）の係数が設定されており、画像データＰ
’（Ｎ）にこの係数が掛け算される。また、係数器２２４には制御部２０１から（-ｄ/ｃ
）の係数が設定されており、画像データＰ（Ｎ＋１）にこの係数が掛け算される。係数器
２２３，２２４の出力値は加算部２２５で加算される。ここで、係数器２２３，２２４お
よび加算部２２５は、「 Type1 混合分離処理 」の混合分離処理（逆混合処理）を行うた
めのフィルタを構成しており、加算部２２５からは「 Type1 混合分離処理 」の混合分離
処理で得られた画像データＰ”（Ｎ）が得られる。
【０１７８】
　係数器２３０には制御部２０１から（ｅ/ｓ）の係数が設定されており、画像データＰ
’（Ｎ）にこの係数が掛け算される。また、係数器２３１には制御部２０１から（-ｆ/ｅ
）の係数が設定されており、画像データＰ（Ｎ＋１）にこの係数が掛け算される。係数器
２３１，２３２の出力値は加算部２３２で加算される。ここで、係数器２３１，２３２お
よび加算部２３２は、「 Type2 混合分離処理 」の混合分離処理（逆混合処理）を行うた
めのフィルタを構成しており、加算部２３２からは「 Type1 混合分離処理 」の混合分離
処理で得られた画像データＰ”（Ｎ）が得られる。
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【０１７９】
　スイッチ部２３３には、加算部２２２，２２５，２３２で得られた画像データＰ”（Ｎ
）が入力される。スイッチ部２３３は、制御部２０１からのセレクト信号に基づき、画素
単位で、加算部２２２で得られた「 Type0 混合分離処理 」の画像データＰ”（Ｎ）、加
算部２２５で得られた「 Type1 混合分離処理 」の画像データＰ”（Ｎ）または加算部２
３２で得られた「 Type2 混合分離処理 」の画像データＰ”（Ｎ）を、選択的に出力する
。
【０１８０】
　制御部２０１は、画像データＰ’（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）と、画像データのレンジ情報と
しての“Range_limit_High_value”、“Range_limit_low_value”のレベル値に基づいて
、画素単位でセレクト信号を発生してスイッチ部２３３に送る。
【０１８１】
　図２７のフローチャートは、制御部２０１において画素単位で行われるセレクト信号の
発生処理の手順の一例を示している。まず、ステップＳＴ３１において、制御部２０１は
、処理を開始する。その後、制御部２０１は、ステップＳＴ３２において、Ｐ’（Ｎ），
Ｐ（Ｎ＋１）の画素を読み込む。次に、制御部２０１は、ステップＳＴ３３において、Ｐ
’（Ｎ）は特殊混合処理対象範囲「P’(N) > range_high, P’(N) < range_low」にある
か否かを判定する。
【０１８２】
　制御部２０１は、特殊混合処理対象範囲ではなく通常混合処理対象範囲にあると判定す
るとき、ステップＳＴ３４において、「 Type0 混合分離処理 」の画像データＰ”（Ｎ）
を選択するセレクト信号を発生し、その後に、ステップＳＴ３５において、処理を終了す
る。
【０１８３】
　また、ステップＳＴ３３で特殊混合処理対象範囲にあると判定するとき、制御部２０１
は、ステップＳＴ３６において、Ｐ（Ｎ＋１）は特殊混合処理対象範囲「P(N+1) > range
_high, P(N+1) < range_low」にあるか否かを判定する。特殊混合処理対象範囲ではなく
通常混合処理対象範囲にあると判定するとき、制御部２０１は、ステップＳＴ３７におい
て、「 Type1 混合分離処理 」の画像データＰ”（Ｎ）を選択するセレクト信号を発生し
、その後に、ステップＳＴ３５において、処理を終了する。
【０１８４】
　また、ステップＳＴ３６で特殊混合処理対象範囲にあると判定するとき、制御部２０１
は、ステップＳＴ３８において、「 Type2 混合分離処理 」の画像データＰ”（Ｎ）を選
択するセレクト信号を発生し、その後に、ステップＳＴ３５において、処理を終了する。
【０１８５】
　図２６に戻って、スイッチ部２３３で得られた画像データＰ”（Ｎ）と、画像データＰ
（Ｎ＋１）は、スイッチ部２２７に入力される。このスイッチ部２２７には、１２０Ｈｚ
のフレーム同期信号が供給される。スイッチ部２２７は、このフレーム同期信号に同期し
て、混合解除された画像データＰ”（Ｎ）と画像データＰ（Ｎ＋１）を交互に取り出し、
ハイフレームレート（１２０Ｈｚ）の動画像データＲを出力する。
【０１８６】
　図２３に戻って、ＭＣＦＩ部２０６は、ポストプロセッサ２０５で得られたハイフレー
ムレートの動画像データＲに、動き補償のフレーム補間処理を施して、フレームレートを
さらに高めた動画像データを得る。なお、このＭＣＦＩ部２０６を有していない場合もあ
る。パネル表示部２０７は、ポストプロセッサ２０５で得られたハイフレームレートの動
画像データＲまたはＭＣＦＩ部２０６でフレームレートが高められた動画像データによる
画像表示をする。
【０１８７】
　図２３に示すテレビ受信機２００Ａの動作を簡単に説明する。受信部２０２では、受信
アンテナで受信されたＲＦ変調信号が復調され、トランスポートストリームＴＳが取得さ
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れる。このトランスポートストリームＴＳは、デマルチプレクサ２０３に送られる。デマ
ルチプレクサ２０３では、トランスポートストリームＴＳから、ＰＩＤのフィルタリング
によって、基本ストリームＳＴｂおよび拡張ストリームＳＴｅが取り出され、デコーダ２
０４に供給される。
【０１８８】
　デコーダ２０４では、基本ストリームＳＴｂに復号化処理が施されてノーマルフレーム
レートの各フレームの画像データＰ’（Ｎ）が得られると共に、拡張ストリームＳＴｅに
復号化処理が施されてハイフレームレートの各拡張フレームの画像データＰ（Ｎ＋１）が
得られる。これらの画像データＰ’（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）は、ポストプロセッサ２０５に
供給される。
【０１８９】
　また、デコーダ２０４では、基本ストリームＳＴｂ、拡張ストリームＳＴｅを構成する
各アクセスユニットに挿入されているパラメータセットやＳＥＩが抽出され、制御部２０
１に送られる。この場合、混合割合の情報および画像データのレンジ情報を持つブレンド
・アンド・レンジ・インフォメーション・ＳＥＩ（図１９参照）も抽出される。
【０１９０】
　制御部２０１では、混合割合の情報および画像データのレンジ情報に基づいて、混合分
離処理（逆混合処理）をする際に、画素単位でどのタイプの混合分離処理（逆混合処理）
を適用すべきかを適切に判定でき、また、各タイプの混合分離処理（逆混合処理）におけ
るフィルタ係数を適切に設定することが可能となる。
【０１９１】
　ポストプロセッサ２０５では、制御部２０１の制御のもと、デコーダ２０４で得られた
画像データＰ'（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）に基づいて、混合分離処理（逆混合処理）が施され
て、混合解除されたハイフレームレートの動画像データＲが得られる。
【０１９２】
　例えば、混合割合の決定方法として新規方法１が採用されている場合には、画像データ
Ｐ’（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）のデータレベルに応じて、通常混合分離処理である「 Type0 
混合分離処理 」、あるいは特殊混合分離処理である「 Type1 混合分離処理 」が用いら
れる。また、混合割合の決定方法として新規方法２が採用されている場合には、画像デー
タＰ’（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）のデータレベルに応じて、通常混合分離処理である「 Type0
 混合分離処理 」、特殊混合処理である「 Type1 混合分離処理 」、あるいは特殊混合分
離処理である「 Type2 混合分離処理 」が用いられる。
【０１９３】
　ホストプロセッサ２０５で得られたハイフレームレートの動画像データＲ、あるいはさ
らにＭＣＦＩ部２０６でフレームレートが高められた動画像データはパネル表示部２０７
に供給され、パネル表示部２０７には当該動画像データによる画像表示がされる。
【０１９４】
　図２８は、ノーマルフレームレート（６０Ｈｚ）の動画像データを処理可能なデコード
能力があるテレビ受信機２００Ｂの構成例を示している。このテレビ受信機２００Ｂは、
制御部２０１Ｂと、受信部２０２Ｂと、デマルチプレクサ２０３Ｂと、デコーダ２０４Ｂ
と、ＭＣＦＩ部２０６Ｂと、パネル表示部２０７Ｂを有している。
【０１９５】
　制御部２０１Ｂは、テレビ受信機２００Ｂの各部の動作を制御する。受信部２０２Ｂは
、受信アンテナで受信されたＲＦ変調信号を復調し、トランスポートストリームＴＳを取
得する。デマルチプレクサ２０３Ｂは、トランスポートストリームＴＳから、ＰＩＤのフ
ィルタリングによって、基本ストリームＳＴｂを取り出し、デコーダ２０４Ｂに供給する
。デコーダ２０４Ｂは、基本ストリームＳＴｂに復号化処理を施して、ノーマルフレーム
レートの各フレームの画像データＰ’（Ｎ）を得る。
【０１９６】
　ＭＣＦＩ部２０６Ｂは、この画像データＰ’（Ｎ）に、動き補償のフレーム補間処理を
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施して、フレームレートをさらに高めた動画像データを得る。なお、このＭＣＦＩ部２０
６Ｂを有していない場合もある。パネル表示部２０７Ｂは、デコーダ２０４Ｂで得られた
ノーマルフレームレートの動画像データ（画像データＰ’（Ｎ））またはＭＣＦＩ部２０
６Ｂでフレームレートが高められた動画像データによる画像表示をする。
【０１９７】
　図２８に示すテレビ受信機２００Ｂの動作を簡単に説明する。受信部２０２Ｂでは、受
信アンテナで受信されたＲＦ変調信号が復調され、トランスポートストリームＴＳが取得
される。このトランスポートストリームＴＳは、デマルチプレクサ２０３Ｂに送られる。
デマルチプレクサ２０３Ｂでは、トランスポートストリームＴＳから、ＰＩＤのフィルタ
リングによって、基本ストリームＳＴｂが取り出され、デコーダ２０４Ｂに供給される。
【０１９８】
　デコーダ２０４Ｂでは、基本ストリームＳＴｂに復号化処理が施されて、ノーマルフレ
ームレートの各フレームの画像データＰ’（Ｎ）が得られる。デコーダ２０４Ｂで得られ
たノーマルフレームレートの動画像データ、あるいはさらにＭＣＦＩ部２０６Ｂでフレー
ムレートが高められた動画像データはパネル表示部２０７Ｂに供給され、パネル表示部２
０７Ｂには当該動画像データによる画像表示がされる。
【０１９９】
　以上説明したように、図１に示す送受信システム１０においては、ハイフレームレート
の動画像データを構成する各フレームの画像データのうち少なくともノーマルフレームレ
ートに対応したフレームの画像データは周辺フレームの画像データと混合されてシャッタ
開口率が高められた状態とされており、このノーマルフレームレートに対応したフレーム
の画像データが符号化されて得られた基本ストリームＳＴｂが送信される。
【０２００】
　そのため、ノーマルフレームレートの動画像データを処理可能なデコード能力があるテ
レビ受信機２００Ｂの場合、基本ストリームＳＴｂを処理してノーマルフレームレートの
動画像データを得ることで、動画像として滑らかな画像を表示でき、また、表示処理にお
いて低負荷演算によるフレーム補間処理で画質的な問題を引き起こすことが回避可能とな
る。
【０２０１】
　また、図１に示す送受信システム１０においては、各フレームの画像データは、データ
レベルに応じた混合割合で周辺フレームの画像データと混合される。そのため、混合処理
によって、ＨＤＲ（High Dynamic Range）感などの画像本来の質感が失われることが回避
される。
【０２０２】
　また、図１に示す送受信システム１０においては、基本ストリームＳＴｂと共に、残り
のフレームの画像データが符号化されて得られた拡張ストリームＳＴｅが得られ、これら
の基本ストリームＳＴｂおよび拡張ストリームＳＴｅにそれぞれのフレームの画像データ
に関連付けられて対応するフレームの混合割合の情報（係数セット）および画像データの
レンジ情報が挿入されて送信される。そのため、受信側では、これらの情報に基づいて、
基本ストリームおよび拡張ストリームを復号化して得られた動画像データに混合分離処理
（逆混合処理）を施して混合解除された動画像データを得ることを容易かつ適切に行うこ
とが可能となる。
【０２０３】
　なお、図１に示す送受信システム１０においては、基本ストリームＳＴｂや拡張ストリ
ームＳＴｅに各フレームの混合割合の情報および画像データのレンジ情報を挿入して、受
信側に送る例を示しした。しかし、これに限定されることなく、その他の手段により、各
フレームの混合割合の情報および画像データのレンジ情報を受信側に与える構成であって
もよい。
【０２０４】
　＜２．第２の実施の形態＞
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　［送受信システム］
　上述の実施の形態においては、送信装置１００とテレビ受信機２００からなる送受信シ
ステム１０の例を示したが、本技術を適用し得る送受信システムの構成は、これに限定さ
れるものではない。テレビ受信機２００の部分が、例えばＨＤＭＩ（High-Definition Mu
ltimedia Interface）などのデジタルインタフェース（マルチメディアインタフェース）
で接続されたセットトップボックスおよびディスプレイとされる場合も考えられる。なお
、「ＨＤＭＩ」は登録商標である。
【０２０５】
　図２９は、送受信システム１０Ａの構成例を示している。この送受信システム１０Ａは
、送信装置１００と、セットトップボックス（ＳＴＢ）２００-1と、ディスプレイ２００
-2を有する構成となっている。セットトップボックス（ＳＴＢ）２００-1とディスプレイ
２００-2はＨＤＭＩで接続されている。
【０２０６】
　送信装置１００は、図１に示す送受信システム１０における送信装置１００と同じもの
であるので、その説明は省略する。セットトップボックス２００-1は、送信装置１００か
ら放送波に載せて送られてくるトランスポートストリームＴＳを受信する。
【０２０７】
　セットトップボックス２００-1は、ディスプレイ２００-2がハイフレームレート（１２
０Ｈｚ）の動画像データの取り扱いが可能である場合、トランスポートストリームＴＳに
含まれる基本ストリームＳＴｂおよび拡張ストリームＳＴｅの双方を処理して、画像デー
タＰ’（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）を得る。
【０２０８】
　セットトップボックス２００-1は、ディスプレイ２００-2が混合分離処理（逆混合処理
）の機能を持つ場合には、フレーム毎に、混合処理されている画像データＰ’（Ｎ），Ｐ
（Ｎ＋１）と、混合割合の情報（係数セット）および画像データのレンジ情報を、ＨＤＭ
Ｉ伝送路を介して、ディスプレイ２００-2に送る。
【０２０９】
　また、セットトップボックス２００-1は、ディスプレイ２００-2が混合分離処理（逆混
合処理）の機能を持たない場合には、混合処理されている画像データＰ’（Ｎ），Ｐ（Ｎ
＋１）に対して混合割合の情報（係数セット）に基づいて混合分離処理（逆混合処理）を
行って、混合解除されたハイフレームレートの動画像データＲを得る。そして、セットト
ップボックス２００-1は、このハイフレームレートの動画像データＲを、ＨＤＭＩ伝送路
を介して、ディスプレイ２００-2に送る。
【０２１０】
　一方、セットトップボックス２００-1は、ディスプレイ２００-2がノーマルフレームレ
ート（６０Ｈｚ）の動画像データの取り扱いが可能である場合、トランスポートストリー
ムＴＳに含まれる基本ストリームＳＴｂのみを処理して、ノーマルフレームレートの各フ
レームの画像データＰ’（Ｎ）を得る。そして、セットトップボックス２００-1は、この
画像データＰ’（Ｎ）を、ＨＤＭＩ伝送路を介して、ディスプレイ２００-2に送る。
【０２１１】
　ソース機器であるセットトップボックス２００-1は、シンク機器であるディスプレイ２
００-2からＥＤＩＤを取得し、ディスプレイ２００-2がハイフレームレート（１２０Ｈｚ
）の動画像データの取り扱いが可能か否かの判断、さらにはディスプレイ２００-2が混合
分離処理（逆混合処理）の機能を持つか否かを判断する。
【０２１２】
　図３０のフローチャートは、セットトップボックス２００-1の制御部（ＣＰＵ）におけ
る制御処理手順の一例を示している。まず、制御部は、ステップＳＴ４１において、制御
処理を開始する。次に、制御部は、ステップＳＴ４２において、ディスプレイ２００-2か
らＥＤＩＤを読み出してチェックする。そして、制御部は、ステップＳＴ４３において、
ディスプレイ２００-2がハイフレームレート（１２０Ｈｚ）の動画像データの取り扱いが
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可能か否かを判断する。
【０２１３】
　取扱いが可能でないとき、制御部は、ステップＳＴ４４において、基本ストリームＳＴ
ｂのみをデコードし、ノーマルフレームレート（６０Ｈｚ）の各フレームの画像データＰ
（Ｎ）をディスプレイ２００-2に送信する。制御部は、このステップＳＴ４４の処理の後
、ステップＳＴ４５において、制御処理を終了する。
【０２１４】
　また、ステップＳＴ４３でディスプレイ２００-2がハイフレームレートの動画像データ
の取り扱いが可能であるとき、制御部は、ステップＳＴ４６において、基本ストリームＳ
Ｔｂおよび拡張ストリームＳＴｅをデコードする。
【０２１５】
　次に、制御部は、ステップＳＴ４７において、ディスプレイ２００-2が混合分離処理（
逆混合処理）の機能を持つか否かを判断する。混合分離処理の機能を持たないとき、制御
部は、ステップＳＴ４８において、セットトップボックス２００-1側で混合分離処理をす
ることに決定し、混合解除されたハイフレームレートの動画像データＲをディスプレイ２
００-2に送信する。制御部は、このステップＳＴ４８の処理の後、ステップＳＴ５におい
て、制御処理を終了する。
【０２１６】
　また、ステップＳＴ４７でディスプレイ２００-2が混合分離処理の機能を持つとき、制
御部は、ステップＳＴ４９において、ディスプレイ２００-2側で混合分離処理をすること
に決定し、混合処理されている画像データＰ’（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）と、混合割合の情報
（係数セット）および画像データのレンジ情報を、ＨＤＭＩ伝送路を介して、ディスプレ
イ２００-2に送る。制御部は、このステップＳＴ４９の処理の後、ステップＳＴ４５にお
いて、制御処理を終了する。
【０２１７】
　図３１は、送信装置１００、セットトップボックス２００-1およびディスプレイ２００
-2の処理の概要を示している。なお、送信装置１００のプリプロセッサ１０２の出力の画
像シーケンスＰ’（Ｎ）、Ｐ（Ｎ＋１）とセットトップボックス２００-1のデコーダ２０
４の出力の画像シーケンスＰ’（Ｎ）、Ｐ（Ｎ＋１）とは、時系列的には同じものである
が、コーデックを通しているので両者の画質が異なる場合も含む。
【０２１８】
　送信装置１００については、図４で説明したと同様であるので、ここではその説明を省
略する。セットトップボックス２００-1では、ハイフレームレート（１２０Ｈｚ）の動画
像データの取り扱いが可能なディスプレイ２００-2Aが接続されている場合、デコーダ２
０４において、２つのストリームＳＴｂ，ＳＴｅに復号化処理が施されて、ノーマルフレ
ームレートの各フレームの画像データＰ’（Ｎ）と、ハイフレームレートの各拡張フレー
ムの画像データＰ（Ｎ＋１）が得られる。
【０２１９】
　また、セットトップボックス２００-1では、ディスプレイ２００-2Aが混合分離処理（
逆混合処理）の機能を持つ場合、画像データＰ’（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）と、各フレームの
混合割合の情報（係数セット）および画像データのレンジ情報が、ＨＤＭＩ伝送路を介し
て、ディスプレイ２００-2Aに送信される。図示の例は、ディスプレイ２００-2Aがポスト
プロセッサ２０５を備えており、ディスプレイ２００-2Aが混合分離処理（逆混合処理）
の機能を持つ場合を示している。また、図３２（ａ）は、この場合の状態を示している。
【０２２０】
　また、セットトップボックス２００-1では、ディスプレイ２００-2Aが混合分離処理（
逆混合処理）の機能を持たない場合、自身が持つポストプロセッサ２０５により、画像デ
ータＰ’（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）に混合分離処理（逆混合処理）が施され、混合解除された
ハイフレームレートの動画像データＲが得られる。そして、セットトップボックス２００
-1では、この動画像データＲが、ＨＤＭＩ伝送路を介して、ディスプレイ２００-2Aに送
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信される。図３２（ｂ）は、この場合の状態を示している。
【０２２１】
　また、セットトップボックス２００-1では、ノーマルフレームレート（６０Ｈｚ）の動
画像データの取り扱いが可能なディスプレイ２００-2Bが接続されている場合、デコーダ
２０４において、ストリームＳＴｂに復号化処理が施されて、ノーマルフレームレートの
各フレームの画像データＰ'（Ｎ）が得られる。そして、セットトップボックス２００-1
では、この画像データＰ'（Ｎ）が、ＨＤＭＩ伝送路を介して、ディスプレイ２００-2Bに
送信される。
【０２２２】
　セットトップボックス２００-1は、上述したように、ハイフレームレート（１２０Ｈｚ
）の動画像データの取り扱いが可能であって混合分離処理（逆混合処理）の機能を持つデ
ィスプレイ２００-2Aに、混合処理がされている動画像データＰ’（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）
と、各フレームの混合割合の情報（係数セット）および画像データのレンジ情報を、ＨＤ
ＭＩ伝送路を介して、送信する。
【０２２３】
　この場合、混合割合の情報（係数セット）およびレンジ情報は、例えば、画像データＰ
’（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）のブランキング期間に挿入されて送信される。ここでは、新規定
義するＨＦＲ・ブレンディング・インフォフレーム（HFR Blending InfoFrame）を使用す
る。
【０２２４】
　図３３は、ＨＦＲ・ブレンディング・インフォフレームの構造例（Syntax）を示し、図
３４は、その構造例における主要な情報の内容（Semantics）を示している。このインフ
ォフレームの最初の３バイトはヘッダ部分であり、インフォフレームタイプ、バージョン
ナンバー、データバイトのバイト長の情報が配置されている。
【０２２５】
　データバイト１（Data Byte 1）の第７ビットから第５ビットに「frame_rate」の３ビ
ット情報が配置されている。この３ビット情報は、フレームレートを示す。例えば、“３
”は１２０Ｈｚを示す。また、データバイト１（Data Byte 1）の第４ビットに、「blend
ing_flag」の１ビット情報が配置されている。この情報は、周辺画像データとの混合処理
の適用があるか否かを示す。例えば、“０”は適用なしを示し、“１”は適用ありを示す
。
【０２２６】
　また、データバイト１（Data Byte 1）の第０ビットに「Synchronized Frame (SF)」の
１ビット情報が配置されている。この情報は、次のビデオフレームとの同期処理が必須で
あるか否かを示す。例えば、“０”は次のビデオフレームとの同期処理が必須でないこと
を示し、“１”は次のビデオフレームとの同期処理が必須であることを示す。
【０２２７】
　また、データバイト２（Data Byte 2）に「bit_depth_information」の８ビット情報が
配置されている。この情報は、符号化画素ビット幅を示す。例えば、“０”は８ビット、
“１”は１０ビット、“２”は１２ビット、“３”は１６ビットを示す。
【０２２８】
　また、データバイト３（Data Byte 3）およびデータバイト４（Data Byte 4）に「rang
e_limit_high_value」の１６ビット情報が配置されている。この情報は、通常混合処理対
象範囲の上限のレベル値を示す。また、データバイト５（Data Byte 5）およびデータバ
イト６（Data Byte 6）に「range_limit_low_value」の１６ビット情報が配置されている
。この情報は、通常混合処理対象範囲の下限のレベル値を示す。
【０２２９】
　また、データバイト７（Data Byte ７）に「Blending_mode」の８ビット情報が配置さ
れている。この情報は、混合処理のモードを示す。例えば、“０ｘ０”はモード０（mode
0）、つまり従来の通常混合処理のみを行うモードを示す。また、例えば、“０ｘ１”は
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モード１（mode1）、つまり、ピクチャ「Ｎ」の画素判断による特殊混合処理を含む混合
処理を行うモードを示す。また、例えば、“０ｘ２”はモード２（mode2）、つまり、ピ
クチャ「Ｎ」、「Ｎ＋１」の画素判断による特殊混合処理を含む混合処理を行うモードを
示す。
【０２３０】
　また、データバイト８（Data Byte 8）に「type_blending_coefficient_a」の８ビット
情報が配置されている。この情報は、「Type0 混合処理」である通常混合処理における係
数ａ(ベースレイヤ画素に対する係数）を示す。また、データバイト９（Data Byte 9）に
「type_blending_coefficient_b」の８ビット情報が配置されている。この情報は、「Typ
e0 混合処理」である通常混合処理における係数ｂ(エンハンスト画素に対する係数）を示
す。
【０２３１】
　また、データバイト１０（Data Byte 10）に「type_blending_coefficient_c」の８ビ
ット情報が配置されている。この情報は、「Type1 混合処理」である通常混合処理におけ
る係数ｃ(ベースレイヤ画素に対する係数）を示す。また、データバイト１１（Data Byte
 11）に「type_blending_coefficient_d」の８ビット情報が配置されている。この情報は
、「Type1 混合処理」である通常混合処理における係数ｄ(エンハンスト画素に対する係
数）を示す。
【０２３２】
　また、データバイト１２（Data Byte 12）に「type_blending_coefficient_e」の８ビ
ット情報が配置されている。この情報は、「Type2 混合処理」である通常混合処理におけ
る係数ｅ(ベースレイヤ画素に対する係数）を示す。また、データバイト１３（Data Byte
 13）に「type_blending_coefficient_f」の８ビット情報が配置されている。この情報は
、「Type2 混合処理」である通常混合処理における係数ｆ(エンハンスト画素に対する係
数）を示す。
【０２３３】
　図３５は、セットトップボックス２００-1の構成例を示している。この図３５において
、図２３と対応する部分には同一符号を付して示している。このセットトップボックス２
００-1は、制御部２０１-1と、受信部２０２と、デマルチプレクサ２０３と、デコーダ２
０４と、ポストプロセッサ２０５と、ＨＤＭＩ送信部２０８を有している。
【０２３４】
　制御部２０１-1は、セットトップボックス２００-1の各部の動作を制御する。受信部２
０２は、受信アンテナで受信されたＲＦ変調信号を復調し、トランスポートストリームＴ
Ｓを取得し、デマルチプレクサ２０３に送る。
【０２３５】
　デマルチプレクサ２０３は、ディスプレイ２００-2がハイフレームレート（１２０Ｈｚ
）の動画像データの取り扱いが可能であるか否かにより、ＰＩＤのフィルタリングによっ
て、基本ストリームＳＴｂおよび拡張ストリームＳＴｅの双方を取り出すか、基本ストリ
ームＳＴｂを取り出す。
【０２３６】
　デコーダ２０４は、デマルチプレクサ２０３で基本ストリームＳＴｂおよび拡張ストリ
ームＳＴｅが取り出されるとき、基本ストリームＳＴｂに復号化処理を施してノーマルフ
レームレートの各フレームの画像データＰ'（Ｎ）を得ると共に、拡張ストリームＳＴｅ
に復号化処理を施してハイフレームレートの各拡張フレームの画像データＰ（Ｎ＋１）を
得る。
【０２３７】
　また、このとき、デコーダ２０４は、基本ストリームＳＴｂ、拡張ストリームＳＴｅを
構成する各アクセスユニットに挿入されているパラメータセットやＳＥＩを抽出し、制御
部２０１-1に送る。この場合、各フレームの混合割合（係数セット）の情報および画像デ
ータのレンジ情報を持つブレンド・アンド・レンジ・インフォメーション・ＳＥＩ（図１
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９参照）も抽出される。
【０２３８】
　これにより、制御部２０１-1は、各フレームの混合割合（係数セット）の情報および画
像データのレンジ情報を認識し、ポストプロセッサ２０５で混合分離処理（逆混合処理）
をする際には、画素単位でどのタイプの混合分離処理を適用すべきかを適切に判定でき、
また、各タイプの混合分離処理におけるフィルタ係数を適切に設定することが可能となる
。また、制御部２０１-1は、ディスプレイ２００-2にＨＦＲ・ブレンディング・インフォ
フレームを送信するとき、それに配置する各種情報を、ブレンド・アンド・レンジ・イン
フォメーション・ＳＥＩから得ることが可能となる。
【０２３９】
　また、デコーダ２０４は、デマルチプレクサ２０３で基本ストリームＳＴｂのみが取り
出されるとき、この基本ストリームＳＴｂに復号化処理を施して、ノーマルフレームレー
トの各フレームの画像データＰ’（Ｎ）を得る。
【０２４０】
　ポストプロセッサ２０５は、ディスプレイ２００-2がハイフレームレートの動画像デー
タの取り扱いが可能であって、混合分離処理の機能を持っていない場合に、デコーダ２０
４で得られた画像データＰ’（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）に、混合分離処理を施して、混合解除
されたハイフレームレートの動画像データＲを得る。
【０２４１】
　ＨＤＭＩ送信部２０８は、ＨＤＭＩに準拠した通信により、ＨＤＭＩ伝送路を介して、
ディスプレイ２００-2に非圧縮の動画像データを送信する。ここで、ディスプレイ２００
-2がハイフレームレートの動画像データの取り扱いが可能であって、混合分離処理の機能
を持っていない場合には、ポストプロセッサ２０５で得られた混合解除されたハイフレー
ムレートの動画像データＲを、ＨＤＭＩ伝送路を介して、ディスプレイ２００-2に送信す
る。
【０２４２】
　また、ディスプレイ２００-2がハイフレームレートの動画像データの取り扱いが可能で
あって、混合分離処理の機能を持っている場合には、デコーダ２０４で得られた画像デー
タＰ’（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）を、ＨＤＭＩ伝送路を介して、ディスプレイ２００-2に送信
する。この場合、ディスプレイ２００-2側で混合分離処理をすることになるので、混合割
合の情報を含むＨＦＲ・ブレンディング・インフォフレーム（図３３参照）を、画像デー
タＰ’（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）を構成する各フレームの画像データのブランキング期間に挿
入して送信する。
【０２４３】
　また、ディスプレイ２００-2がノーマルフレームレートの動画像データの取り扱いが可
能である場合には、デコーダ２０４で得られたノーマルフレームレートの各フレームの画
像データＰ’（Ｎ）を、ＨＤＭＩ伝送路を介して、ディスプレイ２００-2に送信する。
【０２４４】
　図３６は、ハイフレームレートの動画像データを取り扱うディスプレイ２００-2Aの構
成例を示している。この図３６において、図２３と対応する部分には同一符号を付して示
している。このディスプレイ２００-2Aは、制御部２０１-2Aと、ＨＤＭＩ受信部２１９と
、ポストプロセッサ２０５と、ＭＣＦＩ部２０６と、パネル表示部２０７を有している。
なお、ポストプロセッサ２０５を有しない場合もある
【０２４５】
　制御部２０１-2Aは、ディスプレイ２００-2Aの各部の動作を制御する。ＨＤＭＩ受信部
２１９は、ＨＤＭＩに準拠した通信により、セットトップボックス２００-1から、ＨＤＭ
Ｉ伝送路を介して、非圧縮のハイフレームレートの動画像データを受信する。ここで、ポ
ストプロセッサ２０５が存在しない場合には、混合解除されたハイフレームレートの動画
像データＲを受信する。
【０２４６】
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　一方、ポストプロセッサ２０５が存在する場合には、混合処理がされている画像データ
Ｐ’（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）を受信する。この場合、画像データＰ’（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）
のブランキング期間に挿入されているＨＦＲ・ブレンディング・インフォフレーム（図３
３参照）が抽出され、制御部２０１-2Aに送られる。これにより、制御部２０１-2Aは、各
フレームの混合割合（係数セット）の情報および画像データのレンジ情報を認識し、ポス
トプロセッサ２０５で混合分離処理（逆混合処理）をする際には、画素単位でどのタイプ
の混合分離処理を適用すべきかを適切に判定でき、また、各タイプの混合分離処理におけ
るフィルタ係数を適切に設定することが可能となる。
【０２４７】
　ポストプロセッサ２０５は、制御部２０１-2Aの制御のもと、ＨＤＭＩ受信部２１９で
受信された画像データＰ’（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）に、混合分離処理（逆混合処理）を施し
て、混合解除されたハイフレームレートの動画像データＲを得る。
【０２４８】
　ＭＣＦＩ部２０６は、ＨＤＭＩ受信部２０９で受信された、あるいはポストプロセッサ
２０５で得られたハイフレームレートの動画像データＲに、動き補償のフレーム補間処理
を施して、フレームレートをさらに高めた動画像データを得る。なお、このＭＣＦＩ部２
０６を有していない場合もある。パネル表示部２０７は、ポストプロセッサ２０５で得ら
れたハイフレームレートの動画像データＲまたはＭＣＦＩ部２０６でフレームレートが高
められた動画像データによる画像表示をする。
【０２４９】
　図３７は、ノーマルフレームレートの動画像データを取り扱うディスプレイ２００-2B
の構成例を示している。この図３７において、図２３と対応する部分には同一符号を付し
て示している。このディスプレイ２００-2Bは、制御部２０１-2Bと、ＨＤＭＩ受信部２１
９Ｂと、ＭＣＦＩ部２０６Ｂと、パネル表示部２０７Ｂを有している。
【０２５０】
　制御部２０１-2Bは、ディスプレイ２００-2Bの各部の動作を制御する。ＨＤＭＩ受信部
２１９Ｂは、ＨＤＭＩに準拠した通信により、セットトップボックス２００-1から、ＨＤ
ＭＩ伝送路を介して、非圧縮のノーマルフレームレートの動画像データＰ’（Ｎ）を受信
する。
【０２５１】
　ＭＣＦＩ部２０６Ｂは、ＨＤＭＩ受信部２１９Ｂで受信されたノーマルフレームレート
の動画像データＰ’（Ｎ）に、動き補償のフレーム補間処理を施して、フレームレートを
高めた動画像データを得る。なお、このＭＣＦＩ部２０６Ｂを有していない場合もある。
パネル表示部２０７Ｂは、ＨＤＭＩ受信部２１９Ｂで受信されたノーマルフレームレート
の動画像データまたはＭＣＦＩ部２０６Ｂでフレームレートが高められた動画像データに
よる画像表示をする。
【０２５２】
　以上説明したように、図２９に示す送受信システム１０Ａにおいては、ディスプレイ２
００-2に混合処理されている画像データＰ’（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）を送信する場合、各フ
レームの混合割合の情報を含むＨＦＲ・ブレンディング・インフォフレーム（図３３参照
）を同時に送信する。そのため、ディスプレイ２００-2では、各フレームの混合割合の情
報および画像データのレンジ情報に基づいて画像データＰ’（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）に混合
分離処理を施して、混合解除された動画像データを容易に得ることができ、良好な動画像
表示を行うことができる。
【０２５３】
　＜３．第３の実施の形態＞
　［送受信システム］
　上述の実施の形態においては、送信装置１００にハイフレームの動画像データＰに混合
処理を施し、混合処理後の画像データＰ’（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）を送信するものである。
しかし、送信側からはハイフレームの動画像データＰをそのまま送信し、受信側において
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ノーマルフレームレートの動画像データを取り扱う場合には、受信側で混合処理を行って
フレームレートを変換することも考えられる。
【０２５４】
　図３８は、送受信システム１０´の構成例を示している。この送受信システム１０´は
、送信装置１００´と、セットトップボックス（ＳＴＢ）２００´-1と、ディスプレイ２
００´-2を有する構成となっている。セットトップボックス（ＳＴＢ）２００´-1とディ
スプレイ２００´-2はＨＤＭＩで接続されている。
【０２５５】
　送信装置１００´は、コンテナとしてのトランスポートストリームＴＳを放送波に載せ
て送信する。このトランスポートストリームＴＳには、１２０Ｈｚ、２４０Ｈｚ等のハイ
フレームレート、この実施の形態においては１２０Ｈｚの動画像データが符号化されて得
られたビデオストリームが含まれる。
【０２５６】
　セットトップボックス２００´-1は、送信装置１００´から放送波に載せて送られてく
る上述のトランスポートストリームＴＳを受信する。セットトップボックス２００´-1は
、ディスプレイ２００´-2がハイフレームレート（１２０Ｈｚ）の動画像データを取り扱
う場合、トランスポートストリームＴＳに含まれるビデオストリームを復号化してハイフ
レームレートの動画像データを得て、ディスプレイ２００´-2に送る。
【０２５７】
　一方、セットトップボックス２００´-1は、ディスプレイ２００´-2がノーマルフレー
ムレート（６０Ｈｚ）の動画像データを取り扱う場合、トランスポートストリームＴＳに
含まれるビデオストリームを復号化してハイフレームレート（１２０Ｈｚ）の動画像デー
タを得た後に、レート変換を行ってノーマルフレームレートの動画像データを得て、ディ
スプレイ２００´-2に送る。この場合、ノーマルフレームレートの画像データを得る際に
、周辺フレームの画像データを混合する処理を施し、ストロービング効果の抑制等を図る
。
【０２５８】
　図３９は、送信装置１００´、セットトップボックス２００´-1およびディスプレイ２
００´-2（２００´-2A，２００´-2B）の処理の概要を示している。カメラ（撮像装置）
８１から出力されるより高いフレームレートの動画像データＶａがＨＦＲプロセッサ８２
に送られてハイフレームレート（１２０Ｈｚ）の動画像データＶｂが得られる。この動画
像データＶｂが送信装置１００´に動画像データＰとして入力される。送信装置１００´
では、エンコーダ１０３において、動画像データＰに符号化処理が施されて、ビデオスト
リームＳＴが得られる。送信装置１００´からテレビ受信機２００´には、このビデオス
トリームＳＴが送信される。
【０２５９】
　セットトップボックス２００´-1Aでは、デコーダ２０４において、ビデオストリーム
ＳＴに復号化処理が施されて、ハイフレームレートの動画像データＰが得られる。セット
トップボックス２００´-1Aでは、ハイフレームレート（１２０Ｈｚ）の動画像データを
取り扱うディスプレイ２００´-2Aに対しては、この動画像データＰがそのまま、ＨＤＭ
Ｉ伝送路を介して送信される。
【０２６０】
　また、セットトップボックス２００´-1Aでは、ポストプロセッサ２０９Ｂにおいて、
動画像データＰを構成する各フレームのうち、ノーマルフレームレートに対応する各フレ
ームの画像データに混合処理が施されて、ノーマルフレームレートの各フレームの画像デ
ータＰ´（Ｎ）が得られる。セットトップボックス２００´-1Aでは、ノーマルフレーム
レート（６０Ｈｚ）の動画像データを取り扱うディスプレイ２００´-2Bに対しては、こ
の画像データＰ´（Ｎ）が、ＨＤＭＩ伝送路を介して送信される。
【０２６１】
　ディスプレイ２００´-2Aでは、動画像データＰが、そのまま、あるいはＭＣＦＩ（Mot
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ion Compensated Frame Insertion）部２０６でフレーム補間がされてフレームレートが
高められて表示用動画像データとなる。また、ディスプレイ２００´-2Aでは、画像デー
タＰ´（Ｎ）からなる動画像データが、そのまま、あるいはＭＣＦＩ（Motion Compensat
ed Frame Insertion）部２０６Ｂでフレーム補間がされてフレームレートが高められて表
示用動画像データとなる。
【０２６２】
　図４０は、送信装置１００´の構成例を示している。この図４０において、図１１と対
応する部分には同一符号を付し手示している。この送信装置１００´は、制御部１０１と
、エンコーダ１０３と、マルチプレクサ１０４と、送信部１０５を有している。制御部１
０１は、送信装置１００´の各部の動作を制御する。
【０２６３】
　エンコーダ１０３では、ハイフレームレートの動画像データＰに対して符号化処理が施
されて、ビデオストリームＳＴが生成される。この場合、動画像データＰに対して、例え
ば、Ｈ．２６４／ＡＶＣ、Ｈ．２６５／ＨＥＶＣなどの予測符号化処理が施される。
【０２６４】
　マルチプレクサ１０４では、エンコーダ１０３で生成されたビデオストリームＳＴが、
ＰＥＳ（Packetized Elementary Stream）パケット化され、さらにトランスポートパケッ
ト化されて多重され、多重化ストリームとしてのトランスポートストリームＴＳが得られ
る。送信部１０５では、このトランスポートストリームＴＳが、例えば、ＱＰＳＫ／ＯＦ
ＤＭ等の放送に適した変調方式で変調され、ＲＦ変調信号が送信アンテナから送信される
。
【０２６５】
　図４１は、セットトップボックス２００´-1の構成例を示している。この図４１におい
て、図２３、図３５と対応している部分には同一符号を付して示している。このセットト
ップボックス２００´-1は、制御部２０１´-1と、受信部２０２と、デマルチプレクサ２
０３と、デコーダ２０４と、ポストプロセッサ２０９Ｂと、ＨＤＭＩ送信部２０８を有し
ている。
【０２６６】
　制御部２０１´-1は、セットトップボックス２００´-1の各部の動作を制御する。受信
部２０２では、受信アンテナで受信されたＲＦ変調信号が復調され、トランスポートスト
リームＴＳが取得される。デマルチプレクサ２０３では、トランスポートストリームＴＳ
から、ＰＩＤのフィルタリングによって、ビデオストリームＳＴが取り出され、デコーダ
２０４に供給される。
【０２６７】
　デコーダ２０４では、ビデオストリームＳＴに復号化処理が施されてハイフレームレー
トの動画像データＰが得られる。また、ポストプロセッサ２０９Ｂでは、動画像データＰ
を構成する各フレームのうち、ノーマルフレームレートに対応する各フレームの画像デー
タに混合処理が施されて、ノーマルフレームレートの各フレームの画像データＰ´（Ｎ）
が得られる。
【０２６８】
　ＨＤＭＩ送信部２０８では、ＨＤＭＩに準拠した通信により、ＨＤＭＩ伝送路を介して
、ディスプレイ２００´-2A，２００´-2Bに非圧縮の動画像データが送信される。ここで
、ハイフレームレート（１２０Ｈｚ）の動画像データを取り扱うディスプレイ２００´-2
Aに対しては、デコーダ２０４で得られた動画像データＰが、ＨＤＭＩ伝送路を介して送
信される。一方、ノーマルフレームレート（６０Ｈｚ）の動画像データを取り扱うディス
プレイ２００´-2Bに対しては、ポストプロセッサ２０９Ｂで得られた画像データＰ´（
Ｎ）が、ＨＤＭＩ伝送路を介して送信される。
【０２６９】
　図４２は、ポストプロセッサ２０９Ｂの構成例を示している。このポストプロセッサ２
０９Ｂは、詳細説明は省略するが、図１２に示すプリプロセッサ１０２と、画像データＰ



(40) JP 6982990 B2 2021.12.17

10

20

30

40

50

（Ｎ＋１）の出力系がないことを除き、同様の構成で同様の動作がなされて、画像データ
Ｐ´（Ｎ）が得られる。なお、このポストプロセッサ２０９Ｂでは、図１２のプリプロセ
ッサ１０２とは異なって、画像データＰ´（Ｎ）による特殊混合処理対象範囲にあるか否
かの判断を考慮する必要がない場合には、ピクセル処理部１２０はバイパスすることも可
能である。
【０２７０】
　また、図４３は、ポストプロセッサ２０９Ｂの他の構成例を示している。このポストプ
ロセッサ２０９Ｂは、詳細説明は省略するが、図１６に示すプリプロセッサ１０２と、画
像データＰ（Ｎ＋１）の出力系がないことを除き、同様の構成で同様の動作がなされて、
画像データＰ´（Ｎ）が得られる。なお、このポストプロセッサ２０９Ｂでは、図１６の
プリプロセッサ１０２とは異なって、画像データＰ´（Ｎ）による特殊混合処理範囲にあ
るか否かの判断を考慮する必要がない場合には、ピクセル処理部１２０はバイパスするこ
とも可能である。なお、２０９Ｂの出力には、Blend_and_range_information 情報を付け
なくてもよい。
【０２７１】
　図４４は、ハイフレームレート（１２０Ｈｚ）の動画像データを取り扱うディスプレイ
２００´-2Aの構成例を示している。このディスプレイ２００´-2Aは、制御部２０１´-2
Aと、ＨＤＭＩ受信部２１９と、ＭＣＦＩ部２０６と、パネル表示部２０７を有している
。
【０２７２】
　制御部２０１´-2Aでは、ディスプレイ２００´-2Aの各部の動作が制御される。ＨＤＭ
Ｉ受信部２１９では、ＨＤＭＩに準拠した通信により、セットトップボックス２００´-1
から、ＨＤＭＩ伝送路を介して、非圧縮のハイフレームレートの動画像データＰが受信さ
れる。
【０２７３】
　ＭＣＦＩ部２０６では、ＨＤＭＩ受信部２１９で受信された動画像データＰに、動き補
償のフレーム補間処理を施して、フレームレートを高めた動画像データを得る。なお、こ
のＭＣＦＩ部２０６を有していない場合もある。パネル表示部２０７では、ＨＤＭＩ受信
部２１９で受信されたハイフレームレートの動画像データまたはＭＣＦＩ部２０６でフレ
ームレートが高められた動画像データによる画像表示が行われる。
【０２７４】
　図４５は、ノーマルフレームレート（６０Ｈｚ）の動画像データを取り扱うディスプレ
イ２００´-2Bの構成例を示している。このディスプレイ２００´-2Bは、制御部２０１´
-2Bと、ＨＤＭＩ受信部２１９Ｂと、ＭＣＦＩ部２０６Ｂと、パネル表示部２０７Ｂを有
している。このディスプレイ２００´-2Bについては、上述した図３７に示すディスプレ
イ２００-2Bと同様の構成であるので、ここでは説明を省略する。
【０２７５】
　以上説明したように、図３８に示す送受信システム１０´においては、ポストプロセッ
サ２０９Ｂにおいて、ハイフレームレート（１２０Ｈｚ）の動画像データＰを構成する各
フレームのうち、ノーマルフレームレートに対応する各フレームの画像データに混合処理
が施されて、ノーマルフレームレートの各フレームの画像データＰ´（Ｎ）が得られる。
そのため、この画像データＰ´（Ｎ）が供給されるノーマルフレームレート（６０Ｈｚ）
の動画像データを取り扱うディスプレイ２００´-2Bでは動画像として滑らかな画像を表
示でき、また、表示処理において低負荷演算によるフレーム補間処理で画質的な問題を引
き起こすことが回避可能となる。
【０２７６】
　また、ノーマルフレームレートに対応する各フレームの画像データＰ（Ｎ）がデータレ
ベルに応じた混合割合で画像データＰ（Ｎ＋１）と混合されることで、ノーマルフレーム
レートの各フレームの画像データＰ´（Ｎ）が得られる。そのため、混合処理によって、
ＨＤＲ（High Dynamic Range）感などの画像本来の質感が失われることが回避される。
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【０２７７】
　＜４．変形例＞
　なお、混合処理の一般形として、混合処理を行う対象は、Ｐ（Ｎ），Ｐ（Ｎ＋１）のピ
クチャにおいて，Ｐ（Ｎ）だけに限定されるものではなく、Ｐ（Ｎ＋１）に対しても行う
ことができる。
【０２７８】
　その際、Ｐ（Ｎ）を対象とする混合とＰ（Ｎ＋１）を対象とする混合とは、各々独立し
た混合比率とすることが可能である。ここで、Ｐ（Ｎ）を混合対象とする場合のＰ（Ｎ）
への“blending_coef_a”をＡ、Ｐ（Ｎ＋１）への“blending_coef_b”をとし、Ｐ（Ｎ＋
１）を混合対象とする場合のＰ（Ｎ）への“blending_coef_ａ”をａ、Ｐ（Ｎ＋１）への
“blending_coef_b”をｂとすると、Ｐ'（Ｎ），Ｐ’（Ｎ＋１）は、以下のようになる。
　　P’(N)　　 = A * P(N)　+ B * P(N+1)
　　P’(N+1) = a * P(N)　+ b * P(N+1)
【０２７９】
　これを一般的な行列で表現すると、プリプロセッサ（Preproc）では、以下のようにな
る。
【数１】

　また、ポストプロセッサ（Postproc）では、以下のようになる。
【数２】

【０２８０】
　“Blending_coef_c”、“Blending_coef_d”、“Blending_coef_e”、“Blending_coef
_f” も同様の方法で表現できる。なお、フローチャート上、Ｐ（Ｎ）とＰ（Ｎ＋１）が
入れ替わるだけで、それ以外はＰ（Ｎ）が混合対象の場合と同様になる。
【０２８１】
　図４６は、混合処理の一般形における、送信側における混合（blending）と、受信側に
おける混合分離（unblending）の一例を模式的に示している。この例は、図２（ｂ）の例
に対応し、ピクチャ「Ｎ」とピクチャ「Ｎ＋１」がフレームペアを構成しており、ピクチ
ャ「Ｎ＋２」とピクチャ「Ｎ＋３」がフレームペアを構成している。なお、図示の例にお
いて、オブジェクトＯａ，Ｏｂは動きのないオブジェクトであり、オブジェクトＯｃは動
きのあるオブジェクトである。
【０２８２】
　送信側の混合処理により、各フレームペアにおいて、最初のフレームである基本ストリ
ームのフレームの画像データは拡張フレームの画像データと所定の混合割合で混合された
状態（混合状態）とされ、同様に、それに続くフレームである拡張ストリームのフレーム
の画像データは基本フレームの画像データと所定の混合割合で混合された状態（混合状態
）とされる。
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【０２８３】
　図４７は、混合処理の一般形における、ＳＥＩの配置方法を示している。図４７（ａ）
は、第１の方法を示している。この第１の方法は、Ｐ（Ｎ）を混合対象とするグループ(b
ase sublayer )と、Ｐ（Ｎ＋１）を混合対象とするグループ(enhanced sublayer)のＳＥ
Ｉを各々のサブレイヤに配置する方法である。
【０２８４】
　図４７（ｂ）は、第２の方法を示している。この第２の方法は、Ｐ（Ｎ）を混合対象と
するグループ(base sublayer ) と、Ｐ（Ｎ＋１） を混合対象とするグループ(enhanced 
sublayer)
のＳＥＩを一方のサブレイヤに配置する方法である。いずれの方法でも混合対象が識別で
きるよう、「blending_target 」の要素がＳＥＩのシンタクスに定義される。
【０２８５】
　図４８は、混合処理の一般形における、ブレンド・アンド・レンジ・インフォメーショ
ン・ＳＥＩメッセージの構造例を示している。この構造例は、「blending_target 」の要
素が新たに定義されている他は、図１９に示す構造例と同じである。例えば、“０”はベ
ース・サブレイヤを示し、“１”は最初のエンハンスト・サブレイヤを示す。図４９は、
混合処理の一般形における、ＨＦＲ・ブレンディング・インフォフレームの構造例を示し
ている。この構造例は、「blending_target 」の要素が新たに定義されている他は、図３
３に示す構造例と同じである。
【０２８６】
　なお、上述実施の形態においては、ハイフレームレートが１２０Ｈｚあるいは２４０Ｈ
ｚでノーマルフレームレートが６０Ｈｚの例を示したが、フレームレートの組み合わせは
、これに限定されるものではない。例えば、１００Ｈｚあるいは２００Ｈｚと５０ｆｐｓ
の組み合わせでも同様である。また、上述実施の形態においては、輝度中心の説明をして
いるが、カラーの場合、同様の処理がＲ，Ｇ，Ｂの各ドメインについて行われることにな
る。
【０２８７】
　また、上述実施の形態においては、送信装置１００およびテレビ受信機２００からなる
送受信システム１０、さらには送信装置１００、セットトップボックス２００-1およびデ
ィスプレイ２００-2からなる送受信システム１０Ａを示したが、本技術を適用し得る送受
信システムの構成は、これに限定されるものではない。
【０２８８】
　また、上述実施の形態においては、コンテナがトランスポートストリーム（ＭＰＥＧ－
２　ＴＳ）である例を示した。しかし、本技術は、インターネット等のネットワークを利
用して受信端末に配信される構成のシステムにも同様に適用できる。インターネットの配
信では、ＭＰ４やそれ以外のフォーマットのコンテナで配信されることが多い。つまり、
コンテナとしては、デジタル放送規格で採用されているトランスポートストリーム（ＭＰ
ＥＧ－２　ＴＳ）あるいはＭＭＴ（MPEG Media Transport）、インターネット配信で使用
されているＩＳＯＢＭＦＦ（ＭＰ４）などの種々のフォーマットのコンテナが該当する。
【０２８９】
　また、本技術は、以下のような構成を取ることもできる。
　（１）第１のフレームレートの第１の動画像データの各フレームの画像データにフレー
ム毎に独立しかつデータレベルに応じた混合割合で周辺フレームの画像データを混合する
処理を施して第２の動画像データを得る処理部を備え、
　上記第２の動画像データを構成する各フレームの画像データのうち少なくとも上記第１
のフレームレートより低い第２のフレームレートに対応したフレームの画像データは周辺
フレームの画像データと混合された状態とされ、
　上記第２のフレームレートに対応したフレームの画像データを符号化して基本ストリー
ムを得ると共に、残りのフレームの画像データを符号化して拡張ストリームを得る符号化
部と、
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　上記基本ストリームおよび上記拡張ストリームを含むコンテナを送信する送信部をさら
に備える
　送信装置。
　（２）ビデオのレイヤまたはコンテナのレイヤに上記混合割合の情報および上記画像デ
ータのレンジ情報を挿入する挿入部をさらに備える
　前記（１）に記載の送信装置。
　（３）上記基本ストリームおよび上記拡張ストリームはＮＡＬユニット構造を有し、
　上記挿入部は、上記混合割合の情報および上記画像データのレンジ情報を持つＳＥＩ　
ＮＡＬユニットを上記基本ストリームおよび/または上記拡張ストリームに挿入する
　前記（２）に記載の送信装置。
　（４）上記処理部は、処理対象フレームの画像データに周辺フレームの画像データを混
合する処理を施す際に、上記処理対象フレームの画像データのデータレベルに基づいて上
記混合割合を決定する
　前記（１）から（３）のいずれかに記載の送信装置。
　（５）上記処理部は、処理対象フレームの画像データに周辺フレームの画像データを混
合する処理を施す際に、上記処理対象フレームおよび上記周辺フレームの画像データのデ
ータレベルに基づいて上記混合割合を決定する
　前記（１）から（３）のいずれかに記載の送信装置。
　（６）上記画像データのレンジ情報は、第１の閾値と該第１の閾値より低い第２の閾値
の情報を含み、
　上記第１の動画像データは、ハイダイナミックレンジの動画像データであり、
　上記第１の閾値は、上記画像データのレベルがきらめき再現レベル範囲にあるか否かを
判別するための閾値であり、
　上記第２の閾値は、上記画像データのレベルが暗部再現レベル範囲にあるか否かを判別
するための閾値である
　前記（１）から（５）のいずれかに記載の送信装置。
　（７）上記第１のフレームレートは１２０Ｈｚまたは２４０Ｈｚであり、上記第２のフ
レームレートは６０Ｈｚである
　前記（１）から（６）のいずれかに記載の送信装置。
　（８）処理部が、第１のフレームレートの第１の動画像データの各フレームの画像デー
タにフレーム毎に独立しかつデータレベルに応じた混合割合で周辺フレームの画像データ
を混合する処理を施して第２の動画像データを得るステップを有し、
　上記第２の動画像データを構成する各フレームの画像データのうち少なくとも上記第１
のフレームレートより低い第２のフレームレートに対応したフレームの画像データは周辺
フレームの画像データと混合された状態とされ、
　符号化部が、上記第２のフレームレートに対応したフレームの画像データを符号化して
基本ストリームを得ると共に、残りのフレームの画像データを符号化して拡張ストリーム
を得るステップと、
　送信部が、上記基本ストリームおよび上記拡張ストリームを含むコンテナを送信するス
テップをさらに有する
　送信方法。
　（９）基本ストリームおよび拡張ストリームを含むコンテナを受信する受信部を備え、
　上記基本ストリームは、第１のフレームレートの第１の動画像データの各フレームの画
像データにフレーム毎に独立しかつデータレベルに応じた混合割合で周辺フレームの画像
データを混合する処理を施して得られた第２の動画像データを構成する各画像データのう
ち上記第１のフレームレートより低い第２のフレームレートに対応したフレームの画像デ
ータであって少なくとも周辺フレームの画像データと混合された状態にある画像データを
符号化して得られたものであり、上記拡張ストリームは、残りのフレームの画像データを
符号化して得られたものであり、
　表示能力に応じて、上記基本ストリームを復号化して上記第２のフレームレートの動画
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像データを得るか、あるいは上記基本ストリームおよび上記拡張フレームを復号化して上
記第２の動画像データを得、該第２の動画像データに混合分離処理を施して混合解除され
た第１のフレームレートの動画像データを得る処理部をさらに備える
　受信装置。
　（１０）ビデオのレイヤまたはコンテナのレイヤに上記混合割合の情報および上記画像
データのレンジ情報を挿入されており、
　上記処理部は、上記混合割合の情報および上記画像データのレンジ情報に基づいて、上
記第２の動画像データに混合分離処理を施して混合解除された第１のフレームレートの動
画像データを得る
　前記（９）に記載の受信装置。
　（１１）受信部が、基本ストリームおよび拡張ストリームを含むコンテナを受信するス
テップを有し、
　上記基本ストリームは、第１のフレームレートの第１の動画像データの各フレームの画
像データにフレーム毎に独立しかつデータレベルに応じた混合割合で周辺フレームの画像
データを混合する処理を施して得られた第２の動画像データを構成する各画像データのう
ち上記第１のフレームレートより低い第２のフレームレートに対応したフレームの画像デ
ータであって少なくとも周辺フレームの画像データと混合された状態にある画像データを
符号化して得られたものであり、上記拡張ストリームは、残りのフレームの画像データを
符号化して得られたものであり、
　処理部が、表示能力に応じて、上記基本ストリームを復号化して上記第２のフレームレ
ートの動画像データを得るか、あるいは上記基本ストリームおよび上記拡張フレームを復
号化して上記第２の動画像データを得、該第２の動画像データに混合分離処理を施して混
合解除された第１のフレームレートの動画像データを得るステップをさらに有する
　受信方法。
　（１２）第１の動画像データの各フレームの画像データにフレーム毎に独立しかつデー
タレベルに応じた混合割合で周辺フレームの画像データを混合する処理を施して得られた
第２の動画像データを取得する取得部と、
　上記第２の動画像データと、上記混合割合の情報および上記画像データのレンジ情報を
、伝送路を介して、外部機器に送信する送信部を備える
　送信装置。
　（１３）上記送信部は、上記混合割合の情報および上記画像データのレンジ情報を、そ
れぞれ上記第２の動画像データの各フレームの画像データのブランキング期間に挿入して
送信する
　前記（１２）に記載の送信装置。
　（１４）上記第２の動画像データの各フレームの画像データに上記混合割合の情報およ
び上記画像データのレンジ情報に基づいて混合分離処理を施して第３の動画像データを得
る処理部をさらに備え、
　上記送信部は、上記外部機器が上記混合分離処理の機能を持っていないとき、上記第２
の動画像データの代わりに、上記第３の動画像データを送信する
　前記（１２）または（１３）に記載の送信装置。
　（１５）上記第２の動画像データは第１のフレームレートの動画像データであり、
　上記第２の動画像データを構成する各フレームの画像データのうち少なくとも上記第１
のフレームレートより低い第２のフレームレートに対応したフレームの画像データは周辺
フレームの画像データと混合された状態にあり、
　上記送信部は、上記外部機器の表示可能なフレームレートが上記第２のフレームレート
であるとき、上記第２の動画像データの代わりに、上記第２のフレームレートに対応した
フレームの画像データからなる第４の動画像データを送信する
　前記（１２）から（１４）のいずれかに記載の送信装置。
　（１６）取得部が、第１の動画像データの各フレームの画像データにフレーム毎に独立
しかつデータレベルに応じた混合割合で周辺フレームの画像データを混合する処理を施し
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て得られた第２の動画像データを取得するステップと、
　送信部が、上記第２の動画像データと、上記各フレームの混合割合の情報および上記画
像データのレンジ情報を、伝送路を介して、外部機器に送信するステップを有する
　送信方法。
　（１７）外部機器から、伝送路を介して、第１の動画像データの各フレームの画像デー
タにフレーム毎に独立しかつデータレベルに応じた混合割合で周辺フレームの画像データ
を混合する処理を施して得られた第２の動画像データと、上記混合割合の情報および上記
画像データのレンジ情報を受信する受信部と、
　上記第２の動画像データの各フレームの画像データに上記混合割合の情報および上記画
像データのレンジ情報に基づいて混合分離処理を施して混合解除された動画像データを得
る処理部を備える
　受信装置。
　（１８）受信部が、外部機器から、伝送路を介して、第１の動画像データの各フレーム
の画像データにフレーム毎に独立しかつデータレベルに応じた混合割合で周辺フレームの
画像データを混合する処理を施して得られた第２の動画像データと、上記混合割合の情報
および上記画像データのレンジ情報を受信するステップと、
　処理部が、上記第２の動画像データの各フレームの画像データに上記混合割合の情報お
よび上記画像データのレンジ情報に基づいて混合分離処理を施して混合解除された動画像
データを得るステップを有する
　受信方法。
　（１９）第１のフレームレートの第１の動画像データを符号化して得られたビデオスト
リームを含むコンテナを受信する受信部と、
　上記ビデオストリームを復号化して上記第１のフレームレートの第１の動画像データを
得る復号化処理と、上記第１の動画像データを構成する各フレームの画像データのうち上
記第１のフレームレートより低い第２のフレームレートに対応したフレームの画像データ
に周辺フレームの画像データを混合する処理を施して上記第２のフレームレートの第２の
動画像データを得るレート変換処理を制御する制御部を備える
　受信装置。
　（２０）上記レート変換処理では、上記第２のフレームレートに対応したフレームの画
像データに上記周辺フレームの画像データがデータレベルに応じた混合割合で混合される
　前記１９に記載の受信装置。
【０２９０】
　本技術の主な特徴は、ハイフレームレートの動画像データを構成する各フレームの画像
データのうち少なくともノーマルフレームレートに対応したフレームの画像データを周辺
フレームの画像データと混合して開口率を高めた状態として送信することで、ノーマルフ
レームレートの動画像データを処理可能なデコード能力がある受信機の場合、動画像とし
てストロービング効果が緩和された滑らかな画像の表示を可能としたことである（図５参
照）。また、混合処理をする際に、画素単位でデータレベルに応じた混合割合で混合する
ことで、混合処理によって、ＨＤＲ感などの画像本来の質感が失われることを回避可能と
したことである（図１２、図１６参照）。
【符号の説明】
【０２９１】
　１０，１０Ａ，１０´・・・送受信システム
　８１・・・カメラ
　８２・・・ＨＦＲプロセッサ
　１００，１００´・・・送信装置
　１０１・・・制御部
　１０２・・・プリプロセッサ
　１０３・・・エンコーダ
　１０４・・・マルチプレクサ
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　１０５・・・送信部
　１２０・・・ピクセル処理部
　１２１・・・フレーム遅延部
　１２２，１２５，１２６，１３０，１３１・・・係数器
　１２４，１２７，１３２・・・加算部
　１２８，１３３・・・スイッチ部
　１２９・・・出力部
　２００，２００Ａ，２００Ｂ，２００´・・・テレビ受信機
　２００-1，２００´-1・・・セットトップボックス
　２００-2，２００-2A，２００-2B，２００´-2A，２００´-2B・・・ディスプレイ
　２０１，２０１Ｂ，２０１-1，２０１´-1，２０１-2A，２０１-2B，２０１´-2A，２
０１´-2B・・・制御部
　２０２，２０２Ｂ・・・受信部
　２０３，２０３Ｂ・・・デマルチプレクサ
　２０４，２０４Ｂ・・・デコーダ
　２０５・・・ポストプロセッサ
　２０６，２０６Ｂ・・・ＭＣＦＩ部
　２０７，２０７Ｂ・・・パネル表示部
　２０８・・・ＨＤＭＩ送信部
　２０９Ｂ・・・ポストプロセッサ
　２１９，２１９Ｂ・・・ＨＤＭＩ受信部
　２２０，２２１，２２３，２２４，２３０，２３１・・・係数器
　２２２，２２５，２３２・・・加算部
　２２６，２２７，２３３・・・スイッチ部

【図１】

【図２】

【図３】
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